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償で招待する「網地島ふるさと楽好」を始めました。そのきっ
かけは，以前に牡鹿半島にある寄磯小学校の子どもたちが網
地島を訪れて，島の休校された網長小学校の校歌や踊りを見
せてくれ，島の高齢者が涙を流さんばかりに喜んだ姿を見た
ことです。子どもの存在はたいへん素晴らしいものであると
感じたのです。そして，集落に子どもがおらず，子どもを地
域の宝と考えている網地浜の高齢者たちは，最も愛情と信頼
を注いでもらえたであろう親から，虐待を受けている子どもたちの気持ちを考えるたびに，痛
ましく感じていました。このような島ですが，子どもたちに何かしてあげられないかと考え，
この楽好を始めることを決めたのです。高齢のため，里親にはなってあげられませんが，少し
でも心の拠り所となれるように，島のおじいちゃんやおばあちゃんにたっぷりと甘えてもらえ
る時間を作ってあげたいと考えています。そして，網地島でなければできないこと，高齢者で
なければできないことで，多くの子どもたちが健やかに育っていけるように応援していきたい
と考えております。これまでに仙台市内の 4 つの児童養護施設を招待しております。
  児童養護施設の子どもたちと接して，気付かされたことは，スタッフと手を握ろうとする子
どもがたくさんいることです。少しでも多く愛されたいと思っている子どもたちの心を表わし
ているようで，とてもせつない思いがします。また，児童養護施設では，食中毒の防止のため，
お刺身を出されることがなく，子どもたちは，山盛りで出されたヒラメ，カツオ，タコ，アワ

ビ，鯨等のお刺身を美味しそうにたくさん食べました。ヒラ
メが口をパクパクさせている姿には，みんな驚いていました。
中でも，小学校 6 年生の女の子は，アワビを 7 杯も食べ，ま
た，アワビの肝も美味しそうに食べたので，島のおじいさん
たちからたいへん感心され，島で海女にならないかと勧めら
れていました（本人もかなり前向きでした。）。ふだん経験す
ることができない家族的な雰囲気の中で，会話を楽しみなが

ら，食事をすることができました。どの料理も島にあるものばかりで，豪華なものではありま
せん。しかし，島のおばあさんたちの真心がこもった素朴で温かな料理ばかりです。
このふるさと楽好では，児童養護施設で暮らしている子どもたちに夏の楽しい思い出をつくっ
てもらい，他の大人との信頼関係を築く練習をさせてあげたいと考えております。そして，「生
い立ちは不幸であっても，未来にきっと幸せになれる。」という強い気持ちを持って，これか
らの人生を歩んでもらいたいと思いながら活動を続けています。
この楽好を続けさせている原動力は，子どもたちの笑顔です。ボランティアもその笑顔を見る
ために協力しています。島民と島外のボランティアとの信頼も深まってきています。

５ 生涯学習の担い手として        
  平成 21 年からは，これまでの活動が認められて，石巻市生涯学習課から「島の楽校」に宿
泊されるお客様に対して，島ならではの体験を教えてもらいたいとの要請を受けて，あじ朗志
組が生涯学習の講師を務めています。島伝統の魚釣り技法である「あなご抜き」や「竹鉄砲・
竹とんぼづくり」等を教えています。また，小中学生の受入も行っています。
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 (1) 島伝統の魚釣り技法のあなご抜き
　 「あなご抜き」はあなごを釣るのではなく，アイナメやクロソイを釣るものです。名前の由
来は，島にある竹に 20cm の糸と針と餌を付け，それを岩の下に入れて釣る様子「穴っこ抜き」
からきています。小さな子どもでも，ザリガニ釣りのように簡単に釣ることができます。釣っ
た魚は，浜辺で塩焼きにして，参加者に提供します。魚嫌いの子どもでも自分で釣った魚は骨
までしゃぶるように食べるので，とても不思議な感じがします。

（2) 竹鉄砲・竹とんぼづくり
　島にあるたくさんの竹は，おもちゃが簡単に手に入らなかった時代には，子どもたちの遊び
の材料でした。昔は自分のナイフを持ち，竹とんぼや竹鉄砲を作って遊びました。最近の子ど
もは，ナイフを持ったことがなく，その使い方が分からないことから，初めは竹を棒状にした
ものを削らせます。子どもたちには，ナイフを削る方向には，絶対に手を置かないこと，そし
て，ナイフは動かさず，削る竹を動かすことを徹底的に教えます。
  竹鉄砲は，細い竹を使って作ります。筒の部分は節を避けて作り，持ち手の部分は片方に節
を残します。後は，筒の中をきつくなく，またゆるくなく，ぴったりに通る細い竹を見つけて，
心棒として持ち手の部分に付けて完成です。木の実や新聞紙を筒の両側に詰め，持ち手に付け
た心棒で一気に押し出すと，大きな音や煙とともに玉が発射します。
  竹とんぼは，羽根のバランスと薄さが命です。竹を黙々と薄く削っていきます。次は，竹ぐ
しを付けて，机の上でバランスを確認します。ゆっくりと回るのが合格で，どちらかの羽根が
下になるのは，片方が重いということです。何度も確認しながら削り，バランスの良い竹とん
ぼを作っていきます。最後は飛ばし方を教えます。上に飛ばず，下へ飛ばす子どももたくさん
います。そのときは，羽根の構造を見せて，空気の流れを考えさせます。

（島の楽校 HP  http://www.mediaship.ne.jp/~sg204949/activity.html）

６ 網地島流地域振興（交流人口の拡大）
　網地島は仙台市内から 3 ～ 4 時間もかかる遠隔地。そして，優れた景観もなく，訪れる観光
客もほとんどいない。お年寄りばかりが住む島です。何もない網地島ですが，網小医院や離島
航路を守っていくため，何とか交流人口を拡大させていきたいと考えていました。
  あなご抜きや竹鉄砲・竹とんぼづくり等は，島の高齢者が子どもの頃から行っていたもので，
それが島外からお客様を呼べる観光資源であるとは誰も考えていませんでした。
しかし，あじ島冒険楽校で子どもたちが真剣に取り組み，喜ぶ姿を見て，昔から島にあるもの
が島外の人にはとても魅力的であり，優れた観光資源であると気付かされたのです。
  また，多くのお客様に島の体験をしていただくだけでは，先生役の島の高齢者に「疲れ」だ
けが残ってしまいます。島の高齢者と島外の方が網地島での活動を通じて，心を通わせ，お互
いに幸せを感じられるような地域振興を進めていくことが必要であると思います。網地島ふる
さと楽好，ボランティア観光，生涯学習等の活動を今後も続け，心が満たされ，お互いに幸せ
になれる交流を行っていきたいと思います。これが網地島流地域振興です。
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旅は、未来を拓く魔法のとびら

奮闘賞

千葉県館山市

池 田　恵 美 子 

　〝旅〟とは、昨日とちがう新しい人生が始まる〝魔法のとびら〟である。12 歳の春と夏、ジュ
ニアスクールで訪れたハワイとカナダで多くの友人と出会い、雄大な自然環境のなかで歴史・
文化を学んだ。とくに真珠湾攻撃を知って心を痛め、日本人としてのアイデンティティや郷
土へ深い関心を抱く。学校では学べない〝旅〟の重要性を実感。学校外の教育を志し、さま
ざまな〝旅〟によって自己変革を重ねる。パニック症候群の発作を契機に、転地療養の〝旅〟
を通じてふるさと館山を再発見。健康を回復後、戦争遺跡などの歴史・文化遺産を保存・活
用するＮＰＯを発足、体験学習の着地型観光をコーディネートする。口コミ・リピーターで
来訪する年間 200 団体にスタディツアーガイドを提供し、国内外の交流を育む「ピースツー
リズム」を実践。多様な連携による市民の学習成果や趣味をまちづくりに活かし、アイデア
豊かな「まちかどミニ博物館」を展開している。

■〝旅〟との出会い
　〝旅〟とは、昨日とはちがう新しい人生が始まる〝魔法のとびら〟である。私がそんな〝旅〟
を初めて経験したのは、小学校を卒業する春休みのこと。日本全国から集まり、初めて出会
う子どもたちと行く１週間のハワイ・ジュニアスクールであった。親元を離れるのも初めて
なら、海外に行くのも初めて。羽田空港で家族と別れてゲートに入った瞬間から、私は寂し
さと不安で涙があふれ、誰とも口を利くことができなかった。そんな泣き虫の私がまったく
新しい自分を手に入れたのは、翌朝だった。強い陽射しに輝く真っ青な空と海、真っ白な雲
と波。私の心は一瞬にして解放され、自分でも驚くほど快活で明るい性格になっていた。ツアー
仲間ともすぐにうちとけ、友情が生まれた。
　白い砂浜のヤシの木陰で円陣を組み、ハワイの自然や歴史・文化を学んだ。大自然の一部
として共生してきた原住民の信仰心や、西洋文化との融合などの歴史を知るにつけ、驚きと
ともに自分の国への興味がわいてきた。いったい日本はどんな国なのだろう。私の住む館山
はどんなまちなのだろう。
　旧日本軍の真珠湾攻撃を知ったのも、この〝旅〟だった。その衝撃は言葉に尽くせない。なぜ、
こんなに美しくやさしい人びとの島を、日本は攻撃したのだろうか。なぜ、人間は戦争をす
るのだろうか。心に重くのしかかるこの命題は、私の人生を貫くテーマとなった。
　最後の晩、キャンプファイヤーの後で誰からともなく声があがり、みんなで夜空に向かっ
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て大声で叫んだ。「お父さん、お母さん、ありがとう！」。〝旅〟は、感謝の念を育んでくれて
いた。
　その年の夏は、カナダ・ジュニアスクールに参加した。ロッキーの大森林や大氷河、足もと
を走りまわるリス、窓外の鹿やバッファロー、…ハワイとも異なる地球の多様さに圧倒された
ものである。街なかでは、グループに分かれてオリエンテーリングを行なった。文具店で決め
られた金額の買物をすることや、公園にある銅像の生没年を書き写してくることなどがチェッ
クポイントだった。その銅像こそ国際親善に貢献した新渡戸稲造であり、「我、太平洋のかけ
橋とならん」といった名言は私の心に刻まれた。消費税もよく分からず、カタコトの英語で値
引き交渉をするなどの珍道中であったが、この体験以来、地図を片手に知らないまちを歩くこ
とは〝旅〟の最大の楽しみとなっている。
　〝旅〟は、学校で習えないことを学べる実践のフィールドである。学校生活の窮屈さから解
き放たれ、ほんものの自分自身と出会う体験でもあった。日常とかけ離れた友だちを得られる
ことも大きな財産で、30 年経った今でも親しくしている友人もいる。私は、ワクワクする学
びの体験を多くの人にも味わってほしいと願い、将来の夢として〝学校外の教育〟を志すよう
になっていった。

■〝旅〟は人生の転機
　ときとして、〝旅〟は新たな一歩を踏み出す勇気を与えてくれる。人生の岐路に立ったと
き、私が訪れたのはスペインのベンポスタ子ども共和国であった。1950 年代のスペイン内
戦時、キリスト教のシルバ神父が孤児となった少年たちを集めて、自立できる技術と教育
を与えた生活共同体である。ここの住民は６歳から 18 歳の子どもたちが主役であり、学
校の教師は生徒が面接で選ぶ。勉強のほかに農作業や陶芸などの技術を学び、放課後の子
どもたちはそれぞれ労働している。あるいは本格的なサーカスの練習に励む子どもたちも
いて、興業収入は施設運営の大きな財源になっているという。ここでは、勉強をしても、
仕事をしても、サーカスの練習をしても、同じ価値としてオリジナル通貨が支払われる。
子どもたちによる住民会議や選挙もあり、法律決定など運営はすべて委ねられている。
私がベンポスタを初めて知ったのは、映画『スペインからの手紙』である。母を亡くし、
自分の殻に閉じこもってしまった少年が、ベンポスタの生活を通して自己を回復し、最後
はサーカス団員として最高の笑顔を見せるほどに成長するという物語だった。以来私は、
いつかここを訪ねたいと思い続けてきた。
　それから３年後、私はベンポスタを訪問した。17 歳の日本人少年クンペイが施設内を案
内してくれた。世界中から集まっている子どもたちは約 100 人、そのうち日本人は 15 人
で最年少は 12 歳だと聞いた。今なお戦禍の国から来ていて、親の安否も知れない子ども
もいるという。それでも映画同様に、精一杯生きている子どもたちの姿に心を打たれた。
私が 12 歳から温め続けてきた夢の形が、そこにあった。私に何ができるか分からないが、
日本に帰ったら夢に向かって歩き出そう。
　帰国後、さまざまな活動に携わりながら３年が過ぎたとき、私は過呼吸発作を伴うパニッ
ク症候群に陥り、社会生活が営めなくなってしまった。幸いにも、友人宅の居候生活を経
て、那須高原の温泉診療所で療養した後、ふるさと館山に戻ってきた。転地療養という〝旅〟
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もまた貴重な体験となった。この間、多くの素晴らしい出会いに恵まれ、生まれ故郷であ
りながら知らなかったことを知り、我がまちを再発見することができたのである。

■〝旅〟を再創作
　ところで、地図は本来、進行方向を上に見ながら現在地を確認し、目的地へ向かうナビゲー
ションシステムとして使われるものである。昔も今も、日本沿岸を海路で南へ向かうときは逆
さまに地図を見たことだろう。こうして見てみると房総半島最南端の館山は、「へ」の字型になっ
た日本列島の頂点に位置していることに気づく。太平洋に突き出た要衝として、古くからさま
ざまな支配権力の影響を繰り返し受けた地であったことが推察される。
　館山周辺には、その象徴ともいえるアジア太平洋戦争の遺跡群や中世城跡群が多いが、その
ほとんどは放置あるいは破壊されつづけてきた。これらに着目した高校教師によって歴史教育
が実践されたことが契機となり、調査研究・ウォーキング・講演などの社会学習活動を重ね、
それぞれ保存を求める市民運動に広がった。10 余年を経て、「館山海軍航空隊赤山地下壕」は
平和学習の拠点として一般公開され、館山市指定史跡となった。『南総里見八犬伝』の舞台と
して登場する「里見氏稲村城跡」も、市道建設のために分断寸前だったところが計画変更となり、
現在は国指定史跡に向けた調査検討が進められている。観光地にとってマイナスイメージと言
われてきた歴史的環境は、その価値が見直されてプラス要因となり、「ピースツーリズム」と
いう新しい観光スタイルが生まれはじめたのである。
　私がたどり着いたライフワークは、地域の文化遺
産をまちづくりに活かすＮＰＯ活動であった。加害
と被害の両面を学ぶことができる館山の戦跡めぐり
は、口コミのリピーターによって広がり、ＮＰＯで
は年間約 200 団体のスタディツアーガイドを実践し
ている。メンバーが制作した戦跡などのガイドブッ
クは、地域の隠れたベストセラーとなっている。房
総里見氏にゆかりのある群馬県高崎市（旧榛名町）
や鳥取県倉吉市（旧関金町）とも「里見トライアングル交流」のネットワークが生まれ、手作
り甲冑や子ども歌舞伎などの市民文化の醸成にも結びついている。若い女性を中心に戦国ブー
ムの昨今、『八犬伝』ゆかりの地やそのモデルとなった房総里見氏の史跡めぐりも人気が高く
なっている。

■〝旅〟は交流
　逆さ地図からもうひとつ気づくことがある。房総半島には、南部の安房から北に向かって上
総・下総という古称が残っている。鉄道が敷かれて「下り」と位置づけられる前は、安房国が
海の玄関口として朝廷とつながった「上り」であったことがうかがえる。古くから、海ととも
に生きた人びとが往来し、共生してきた地なのである。
　その交流の証を館山に見ることができる。江戸時代初期に建立された「四面石塔」には、東
西南北の各面に朝鮮ハングル・印度梵字・中国篆字・和風漢字で「南無阿弥陀仏」と刻まれて
いるのである。その時代背景から、朝鮮侵略と朝鮮通信使修交の歴史のなかで、拉致被害者や

戦争遺跡の平和学習ガイド
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戦没者の供養と世界平和への祈願がこめられた石塔ではないかと推察される。
　日中韓の歴史認識を乗り越える学習教材として注目され、今では「ピースツーリズム」のひ
とつとしてさまざまな日韓交流が育まれている。日韓友情年の館山子ども交流では、両国の歴
史・文化を学び合うとともに、歩いて渡れる無人島での環境学習ではハングルの漂着ゴミを発
見し、海を通じてつながっていることも実感した。館山を訪れる子どもたちはグローバルな視
野を養い、言葉を超えた理解と友情を育んでくれている。

■〝旅〟はまちづくり
　ガイドとして活躍するＮＰＯメンバーは、大半が
シニア層の市民である。とくに移住者はホスピタリ
ティとアイデアにあふれ、知識や技能ばかりでなく、
豊かな趣味もまちづくりに活かしている。あるメン
バーは地図づくり講座の参加をきっかけに、60 歳過
ぎからまち歩きと絵地図に目覚めたという。あまり
に素晴らしい作品が完成したので、ウォーキングマッ
プとしてＮＰＯから商品化している。
　また、ＪＲのデスティネーションキャンペーン（ちばＤＣ）でＳＬが特別運行されたときに
は、〝鉄チャン〟と呼ばれる鉄道ファンを満足させるための工夫を考えた。少年時代から鉄道ファ
ンだというメンバーが、鉄道グッズや雑誌のコレクションを提供してくれるという。そこで駅
前商店街の空き店舗を借り、期間限定の「まちかどミニ博物館」を開館した。かねてより平和
研修で連携してきたＪＲ労組を通じて呼びかけてもらい、かつて機関士だったという鉄道ＯＢ
らが、昔とった杵柄を語るガイドとして活躍したのである。
　徐々に賛同者が増え、「まちかどミニ博物館」は６店舗となった。千葉県立安房水産高校（当
時）と国立館山海上技術学校では、貴重な海洋教材を商店街に持ち込んで展示し、本格的な「海
のミニ博物館」とした。週末には、生徒や教員、同窓会メンバーらが学芸員となって観光まち
づくりに参画した。かつて割烹だった店舗には、公民館サークルの和紙人形や段ボール製甲冑
などの手作り作品を展示し、無料休憩所としてお茶をふるまった。

　私にとって、毎日暮らすまちでありながら多く
の人びとと出会うことは新鮮な〝旅〟であり、気
づきの多い成長途上の日々である。館山を訪れた
人びとが、それぞれのまちに戻ったとき地域を見
つめ直し、まちづくりに一歩踏み出すきっかけ
になれば幸いである。まちづくりネットワークの

〝旅〟が広がれば、明日を拓く〝魔法の扉〟となる
にちがいない。

活躍するＮＰＯメンバー

ウォーキングマップ
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観光が果たす地域振興の役割

入選作

福岡県朝倉市

上 野　春 樹

　私は、朝倉市観光協会常務理事として１２年間観光業務に携わっています。私共の地域は「基
幹産業は農業である」との認識で市政が取り組まれていますが、地域の活性化を図る為には、
財政や雇用に貢献出来なくなった農業だけでは困難ですので、企業の誘致や学園の導入に取
り組んでいますが、少子高齢化の波に押し流され、思うように進むことが出来ていません。
　そこで、自然や歴史が豊富にあり、小さいながらも観光資源もあり、年間に累計ですが約
４００万人の観光客が訪れて頂いていますので、この特性を生かし、交流人口の増加を図り、
観光産業として成長させることが、地域の活性化に繋がるのではと考えて事業展開を進めて
います。具体的には、
★ 邪馬台国甘木朝倉説のイメージづくり
★ まちの駅の導入
★ あさくら路　花めぐり・味めぐり・湯めぐりの
　 ポイントラリー
★ 筑後川まるごとリバーパーク構想の実現化
★ グリーン・ツーリズムの組織化
このようなプロセスを踏まえて交流人口の拡大に取り組んでいます。

（１）地域活性化への取り組んだ動機
　私が生まれ育った町は、九州福岡県のほぼ中央に位置する「朝倉市」で、平成の合併以前は、

「甘木市」「夜須町」「三輪町」「朝倉町」「杷木町」「宝珠山村」「小石原村」の１市４町２村で
甘木・朝倉地域として連携を図り、現在では、「朝倉市」「筑前町」「東峰村」の 1 市 1 町 1 村
となりましたが、観光についてはこの広域圏での取り組みを行っています。
　筑後川の中流域にあり、古くは西暦６６１年に百済救済の為、斉明天皇がこの朝倉の地に
皇居と大本営を移され、ここで斉明天皇は崩御されました。
　当時３７歳の中大兄皇子（後の天智天皇）が母君の死を悲しみ詠じられた歌、『秋の田の　
かりほの庵の　とまをあらみ　我が衣手は　露にぬれつつ』は、小倉百人一首の第一番目の
歌ですが、このように古くからの歴史があり、筑後川に育まれた筑後平野の田園都市です。
そして７０％が山林で、北九州・福岡都市圏から車で 1 時間圏内にあります。
　観光資源としては、「小京都　秋月」「朝倉三連水車」「原鶴温泉」「小石原焼」があり、累

朝倉市観光協会「ほとめく館」
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計ですが、年間４００万人の観光客で賑わっていました。唯、９５％近くが福岡都市圏からの
観光客で、しかもその殆どが日帰りですので、経済的な波及効果は、観光地としては程遠いも
のでした。
　私は、甘木朝倉地域の中心地にある商店街で小売業を営んでいますが、商工会議所青年部に
入会し、地域の活性化に取り組んでいました。その時、全国に通じるテーマを議論し、甘木朝
倉に邪馬台国があったのではと言う説に感動し「邪馬台国甘木朝倉」を広くアピールする為に

「邪馬台国まつり」を市民祭りとして始めましたが現在では、朝倉市民祭「花の邪馬台国まつり」
として、第２７代女王卑弥呼を選出し、観光大使として活躍しています。
　この時から、地域の活性化の柱に観光業がなるのではとの思いが芽生えて来ました。国鉄甘
木線が廃線となり、第三セクター甘木鉄道が市民運動の結果、誕生したのを契機に、商工会議
所１階にあった観光協会が甘木鉄道甘木駅構内に移転し、私に常務理事の話が舞い込み、即決
で承諾しました。
　それまでの観光協会は、行政からの補助事業で「観光案内と特産品の紹介」が主な仕事で、
土日祭日は休館でしたが、移転を機に火曜日が休館日に変更され、少しは観光客の目線になり
つつありました。
　私は、地域の活性化の為には、経済的波及効果が必要不可欠との考えの下、次の 3 点を検討
しました。
① 如何に観光客の増加を計れば良いか？
② 如何に滞在時間を増やせるか、また宿泊をして貰えるか？
③ どうしたら、何度も甘木朝倉に来て貰えるか？
そして、どのようにしたら地域の経済的波及効果に結び付けることが出来るかと言うことは、
如何に多くのお金を使って貰えるかに繋がります。

（２）まちの駅への取組み
　私共の地域は、福岡市・北九州市に次ぐ３番目の広さがありますので、近年ではマイカーで
の入り込みが９５％もあり、皆様も経験がおありになると思いますが、初めての土地に訪れる
と、目的地の傍までは行けますが、近くになって右か左か尋ねる施設も無く、1 時間以上車に
乗っていますとトイレに行きたくなります。公衆便所を探したり、案内所を探した苦い思い出
があると考えます。観光パンフレットに掲載されています問い合わせ先は市役所等の行政施設
で、土日祭日はお休みで、尋ねることも出来ません。
　唯一開館しています観光協会でも、目的地から遠く離れているかも知れません。このような
経験から、地域内に多くの観光案内所があれば良いのにと思っていました処、北海道で「まち
の駅」と言う施設の実験が行われているのが目に留まりました。
　「鉄道に駅があるのなら、道路に駅があっても良いのでは」との発想から「道の駅」が中山
間地域の活性化に国土交通省のバックアップで取り組む地域が増えていましたが、地域の情報
発信基地からの設置目的でしたが、いつの間にか物産販売所になってしまい、本来の目的から
変化してしまったので、もう一度原点を見直す為に「まちの駅」のシステム作りが実験的に行
われていたようです。「まちの駅」の基本は
① まちの情報を得ることが出来る。
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② 駐車場がある。
③ トイレが無料で利用出来る。
④ 施設に駅長（説明できる人）がいる。
の条件で、当時は行政の出先機関であります文化施設等で実験されていました。しかも、１地
域に 1 ヶ所と言うことで色々な地域で実験が行われていたようですが、なかなか定着していな
かったようです。
　私は、当初からこのような案内施設は多いほうが良いと考えていましたし、土日祭日に開館
している施設でなければならないと思っていましたので、この「まちの駅」のシステム導入に
取り掛かりました。
　甘木朝倉地域では５０箇所の「まちの駅」設置を目標に立て、当時は１市４町２村ありまし
た広域圏での取り組みに着手しました。
　観光協会の会員や行政の出先機関に呼び掛け、1 年目は２１ヶ所でスタートしました。21 ヶ
所のまちの駅のパンフレットやのぼり旗、パンフレットを入れる情報ラックを作成し、何度も
駅長会議を開きましたが、「道の駅は知っているがまちの駅って何？」とお客様に理解して貰
えませんでした。
　ところが、キリンビール㈱福岡工場があり、年間に７０万人が工場見学やキリン花園の１，
０００万本のコスモスを見物する団体客が「まちの駅」のパンフレットを見て、近くにある減農薬・
無農薬の野菜を販売する「ぬくもり畑」と言う「まちの駅」に貸し切りバスで訪れ、買い物をし
て頂けるようになって来て、午前中で品物が売り切れる日も出るようになって来ました。
　この状況に同業者等が目を見張り、「何かまちの駅ののぼり旗が立ったらお客さんが増えた
よ」と話題に上るようになって来ました。
　このように徐々にではありますが「まちの駅」の認知度が高まり、８年目になりますが、本
年度は 53 ヶ所の「まちの駅」でパンフレットを作成し、私共の朝倉市観光協会が情報センター
の役割をして運営しています。
　2 ヶ月に 1 回程度の駅長会議を開き、全国の情報やフルーツ狩り・フラワーの開花状況など
旬の情報提供や各まちの駅の取り組んでいる事業を話し合い、接客マナー研修等も行っていま
す。
　「まちの駅」は、ＮＰＯ地域交流センター内にまちの駅連絡協議会の事務局があり、現在で
は私共の「一地域に多数のまちの駅」方式が広まり、全国に約１，５００ヶ所が登録され、九
州管内でも４５０ヶ所のまちの駅があり、「まちの駅九州会議」を開きながら連携を図ってい
ます。
　「道の駅」は全国で約８７０ヶ所ありますが、「まちの駅」は２～３年の間に３，０００ヶ所
に発展すると思っています。その理由は
① 既存の施設を活用するので、初期投資が少なくて良い。
② 地域の活性化に観光に取り組む行政が多くなっているので、交流人口の窓口として導入を
図る。
③ 民間活力を得易い。
④ まちの駅の駅長が地域貢献活動に積極的になる。
⑤ 常駐の観光ボランティアガイド役を果たせる。
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⑥ 公衆トイレを新たに行政が設置する必要がなくなる。
⑦ 売り上げ増加に結び付ける可能性があり、地域経済の活性化にも貢献出来る。
等ですが、交流人口の増加を図りたいが財政が厳しい今の行政では「まちの駅」の果たすこと
の出来る役割の可能性を持っています。

「まちの駅」を導入して良かったと感じたことは、駅長会議の時に一人の方が「今までは自分
の店に来られたお客様と思っていましたが、今では朝倉地域に来て頂いたお客様と考えるよう
になりました」との意見を聞き、まちの駅が地域貢献に役立っているとの実感を得ることが出
来たことです。

（３）『あさくら路　花めぐり・味めぐり・湯めぐり』の取組み
　全国には「お雛様めぐり」と銘打って、2 月 3 日～ 4 月 3
日の期間に地域の歴史や文化に触れて頂きながら、交流人口
の増加を図っている町が多く見られます。
　私共の地域は秋のシーズンにフルーツ（巨峰・梨・柿狩り）・
フラワー（ひまわり・コスモス・紅葉）・フード（新米・秋野菜）・
フェスティバル（収穫祭）が目白押しで、その上原鶴温泉を
筆頭に多くの日帰り温泉があります。
　これらの資源を活用出来ないかと考え、9 月上旬から１１
月下旬の３ヶ月の期間を「あさくら路　花めぐり・味めぐり・湯めぐり」と銘打って、行政と
連携を図り、ポイントラリーを開催して４年目になります。
　以前は、キリンビールのコスモス園を見物して大分県由布院や熊本県阿蘇に観光されていた
観光コースが、秋月城下町を見物してフルーツ狩りして温泉でのんびり湯に浸かってと朝倉広
域圏での滞在時間が延びて来ました。
　このように１行政区では小さな観光資源しかない地域が広域で連携を図ることにより交流人
口の増加を図れるのではないでしょうか？
　今では、このポイントラリー参加店が１１０ヶ所になりましたし、「花めぐり・味めぐり・
湯めぐり」のパンフレットスポンサーも増えています。

（４）筑後川まるごとリバーパーク構想への参加
　私共の地域への観光客の９５％は日帰りで福岡都市圏から車での入り込みが主です。観光の
地域イメージとしては小さな観光資源しかなく、全国から観光客を呼び込める程ではありません。
　昔は「博多の奥座敷」として大いに繁盛した「原鶴温泉」も環境の変化に対応出来ずに宿泊
客も全盛期の半分近くに落ち込んでいます。
　宿泊客の増加には、福岡都市圏だけではなく、関東・関西からそして、遠くは東アジアから
の誘客を図る必要があります。
　その為には、全国に通用するイメージ戦略が必要です。そこで源流を熊本県阿蘇山系に発し、
大分県・福岡県・佐賀県に跨る１４３ｋｍの筑後川で地域の連携を図りながら、それぞれの地
域での呼び込みが出来ないかと考えられています。以前から筑後川の環境をテーマに久留米大
学経済学部駄田井教授を中心に「筑後川流域連携倶楽部」が国土交通省の支援を受けながら活

キリンビール㈱福岡工場　コスモス園
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動されていますが、この１４３ｋｍの流域には１１ヶ所の観光地があり、これらの観光地を結
び付けることが出来れば、１ヶ所に１００万人の観光客があれば、１１ヵ所で１，１００万人
の観光客に来て頂けます。
　この考え方が「環境と観光」をキャッチフレーズに「筑後川まるごとリバーパーク構想」で
す。まだ立ち上げて２年目ですが「九州観光推進機構」に理解を得ながら、東アジアの玄関口
としての特性を生かし、九州管内への観光客の増加に取り組んでいます。

（５）グリーン・ツーリズムへの取組み
　朝倉地域は「基幹産業は農業である」との認識で行政も取り組まれていますが、私は「産業」
ならば、税収が上がり、雇用の場がなければならないのではと考えています。その観点から見
ると農業の後継者問題や従事者の高齢化等で最早、産業として農業を捉えるのではなく、農地
や山林を守ることが環境保全に役立ち、安心安全な食材の提供が自給率の向上に貢献出来ると
の視点から、農業を観光資源の一つとして捉えることが出来ないかと考えています。
　最近の修学旅行は「物見遊山の形態から体験学習へ」と大きく方向転換されていますし、
２０１３年度に全小学校で実施を目指す「子ども農山漁村交流プロジェクト」が小学５年生約
１２０万人に農山漁村で４泊５日の長期滞在をさせ、自立心や学ぶ意欲、生きる力を身に付け
る学習として、また農山漁村活性化に繋がると期待して導入が予定されています。
　幸いにして、私共の地域では「農村民泊」への取組みが一部ではありますが進んでいますし、
数年前から体験学習プログラムの作成を行っていますので、本年度から朝倉市観光協会が事務
局となり、受け入れ農家の組織化や体験学習インストラクターの養成を図っています。

以上のような観点から「観光協会」を唯単なる「観光案内と特産品の紹介」の場としてだけで
捉えるのではなく、「観光まちづくり事業体」の重要な事務局としての機能の充実を図り、観
光産業として税収や雇用の増加に寄与出来る組織にステップアップしたいと考えています。
どんなまちなのだろう。
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川の自然体験

入選作

長野県下伊那郡

佐 藤　陽 平

　クーデター後のカンボジアに行った経験からカンボジアの虐殺の歴史を知る。教育により
こどもが大人を殺すマシーンになっていた。日本でもこどもの凶悪な事件が多発している。
現代の日本の教育も問題点があるのではないか？
　川遊びからチャレンジ精神、思いやる心などが学べることを知った。今の日本の教育に必要
なのは自然体験かもしれない。そして、企業に就職し仕事のノウハウを身に付けた。本当にや
りたいことをするために退職し、自然学校に就職した。仕事のノウハウを生かし、人口 2000
人に満たない村で、ひと夏で約 1400 人の交流人口を作っていった。マスコミも 400 の取材を
超えた。日本で 8 名しかいない川のレスキューのマスターインストラクターにもなった。
　日本の豊かな資源は川だ。世界は日本の豊かな水資源に注目している。日本人は気がつい
ていない。川を使った教育により、こどもも成長し地域も活性化していく。地域で本質的に
大切なのは住人の誇り。誇りが生まれれば自然と交流人口は増加する。日本の未来のためにも、
川と地域を生かして活動していきたい。

　「陸路は不可能。殺されにいくようなものだ。可能性は航路しかない・・・。」
1997 年、学生だった私は夏にカンボジアに行った。まだ治安が不安定な時期だった。陸路は
危険であるということだったので飛行機でカンボジアに入った。そこで初めてカンボジアの
歴史を肌で感じた。ポルポト政権による虐殺の歴史。生々しく残っている虐殺現場。地雷マー
クの看板。日本で育ってきた私にとって、その場所は心が重くなっていった。さらに、私が
ショックを受けたのは、虐殺はこどもが行なったということだ。教育によってこどもは大人
を殺すことを知り、それを実践していった。教育によりこどもは殺人マシーンにもなるのだ。
私は教育の怖さを知った。日本に帰る時に、カンボジアからタイに。タイから日本の飛行機
に乗った。久しぶりに日本の新聞を見た。そこには、こどもが友達を殺す。こどもが大人を
殺す。こどもが自殺したという記事が載っていた。今の日本の教育に疑問を持った。本当に
今のままで良いのだろうか？何か足りない点があるのでは。日本の教育はどこに向かってい
るのだろう。カンボジアと同じことが起こっているじゃないか？
　探検部だった私は、ラフティング（激流くだり）やカヌーなど川遊びをしていた。学生の
時にしかできないことを目いっぱいやりたいと思い、ラフティングの大会にも出場した。う
まくなりたいと思い、我武者羅に練習した。大きなゴムボートをチームの 4 人で漕ぐのだが、
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みんなの息が合わないと真っ直ぐに進まない。１時間以上も全力で漕いだ。チームの仲間とう
まくいかないこともあった。ケンカになることもあった。しかし、同じ目標を持った仲間との
練習は楽しかった。大会本番は散々だった。結果が自分たちの実力を示してくれた。ここで学
べたのは、自然から得るものは楽しさだけでなく、チャレンジすることの重要さ。意見の違う
仲間と共存することの楽しさ。目標に向かって努力することの楽しさなどがあった。自然体験
の奥深さを知った私は、一生自然と触れ合える環境にいたいと思った。現代で疲弊しているこ
どもは自然の中で育てることの重要さも感じていた。そして、就職活動が始まった。当時は就
職氷河期と言われた時代だ。私は様々な経験を PR して一流と言われる企業に入れた。企業で
の営業の仕事は私を鍛えてくれた。「仕事に向き合う姿がその人の生き様になる。」上司が私に
言った言葉だった。私は「日本一使えない男」だとも言われてきた。仕事が全くできなかった。
ミスばかりを繰り返し、人に迷惑をかけ、しまいには自分の体調も壊すようになっていた。自
分は必要とされていないのだろうかと悩むこともあったが、できるだけのことをしようと一つ
ずつのことを大切にしていった。そうすると、仕事のイロハがわかるようになってきた時に上
司から、「本当にやりたいことはなんだ？」と問いかけられた。私のやりたいことは自然と教
育をブレンドした仕事だった。考え抜いた末、企業を辞めた。誰もが私を理解しなかった。給
料も良い、安定している大企業をなぜ辞めるのか？私は自然を舞台に、教育活動をすることが
自分の生き様になると考えた。そして、まずはラフティングの大会に再度チャレンジすること
にした。企業で学んだ「段取り」、「目標設定レベル」、「問題意識」、「課題抽出」など練習に生
かした。学生の頃とは違う視点があった。その結果、部門別ではあるが、とうとうある大会で
優勝することができた。私はその結果を武器に自然体験教育の団体の門をたたいた。
　長野県の泰阜村にある NPO 法人グリーンウッド自然体験教育センターで仕事をするように
なった。ここでは山村留学や、夏と冬のキャンプを開催していた。こどもたちに自然体験や生
活体験をさせているところだ。そこでの活動は今の日本の教育で足りないことも見させてくれ
た。お受験があり、縦社会がなくなり、怒ってくれる大人も消えていった。都会のこどもたち
は親からも「あなたの仕事は勉強すること」と言われ続けている。勉強ができれば幸せになれ
ると思っている価値観。これがこどもがストレスなどで殺人まで行なうようなきっかけにも
なっているという。「まさかあの子がそんなことをするとは・・・。」というテレビでの報道は
お決まりの文句だ。私は自然体験をやってきて感じたすばらしさをこどもたちに伝えたいと思
い、この仕事を選んだ。そこで、私は企業の営業のノウハウを生かし、キャンプの広報に力を
入れた。人口 2000 人にも満たない村なのに、ひと夏で約 1400 人のこどもと学生が集まるよ
うになった。今年は申込み初日に約 900 人の応募があるという日本でも有数なキャンプになっ
た。また、マスコミにも自然体験の重要さを伝えていった。今ではマスコミ取材歴は 400 を
超えた。日本でここまでマスコミから評価をもらっている自然体験教育の団体はない。これも
私が企業の営業で学んだから生かせることだった。何もないと言われる村にとっても、宣伝効
果は大きかったようだ。私は川遊びの安全性を高めるために、救命救急法のインストラクター
の資格をとった。このような活動をさらに進め、今の日本に 8 名しかいない水辺のレスキュー
マスターインストラクターの資格も取得した。私が水辺でできる簡単なレスキューができるイ
ンストラクターを養成できる立場にもなった。少しでも川遊び中の事故を減らせるようになれ
ば、さらに自然体験に触れやすくなる。今では 32 歳で NPO の事務局長になり、さらに自然
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体験活動を拡げ、日本の教育をよりよくするために活動ができるようになった。
　日本は世界から見ても、有数の水資源がある国である。水は生きるために貴重なのだが、日
本にいるとどこに行っても水が手に入る。公園に行っても水が出る。このことは本当にすばら
しいことだ。世界では水の確保がビジネス化しているところもある。日本にいると気がつかな
いが、この大切な川を守ること、地域の宝を利用していくのは重要なことだ。地域にある川を
教材にすることで自然のサイクルを学び、時にはチャレンジ精神、思いやりなど、人の心も育
まれていく。そして、地域では川があることで自信を取り戻していくようになる。あるこども
が書いた作文がある。「川で遊べばゴミが減る」という題名だった。その子は都会に住んでい
るのだが、学校の勉強で川にゴミを捨てないということを習った。その時はどうせ川は汚いも
のだという認識だったので、なぜそこまでしないといけないのかを理解できなかったという。
しかし、泰阜村の川で遊んだ時に、初めてキレイな川を大切にしたいと思うようになったとい
うことだ。キレイな川の豊かさを遊んでから学んだのだ。それから、ゴミを絶対に捨てないよ
うにしていると書いていた。自然を思いやることを学んだのだ。都会ではなく地域でないと伝
えられないことがある。便利になりすぎることで失われていく心の教育は日本の社会問題に
なっている。ここ数年で都会の人は自然体験を欲するようになっていった。しかし、地域の人
は開発を望む。どちらも大切である。両者のことを理解できる人を増やさなくては、机上の空
論で地域の運命が決められてしまう。これからは都会も地域もうまく共生できるようなモデル
をつくる必要がある。私は今では村の I ターン・U ターンプロジェクト会議の委員に選ばれ、
地域のよさを伝えていっている。村では消防活動にも参画させてもらっている。村のためにな
ることを実践することで、よそ者が地域に入っていける事例にもなっている。そして私がこど
もを対象にしたキャンプを始めて、のべ１万人以上に、川遊びや自然体験の面白さなどを伝え
てきた。
　これからの未来を作るには、信念の教育が必要である。私はカンボジアで学んだ教育の怖さ
を知っているからこそ、生きるため、他人と共生するための教育をしたいと思っている。その
手法として、地域にある川が必要なのだ。日本の水の資源である川を生活レベルに感じるよう
にしていくこと。川があるから生きていけること。水の重要性をこどもたちに伝えることがで
きるのは、地域の水質がキレイな川が地域にあるからだ。地域の方も川を誇りに思うようになっ
てきている。地道な活動だが、これからの未来作りには欠かせない。このような概念が拡がれ
ば、地域の交流人口増加だけでなく、最も重要で本質的な地域の誇りを取り戻していける。こ
の誇りを取り戻すことで地域ならではの他の振興にも拡大していくだろう。これが私にしかで
きない川を活用した教育活動であり、地域の活性シナリオである。世界から見ても、日本の資
源である川を、教育のフィールドとして活用し、日本の地域にしかできない独自の教育法を作っ
ていきたい。その結果、地域はさらに重要視されていくだろう。エコの視点を持った人材、思
いやりを持った人材、チャレンジ精神を持った人材がこれからの日本を作る。今はその種をま
く前の土壌をつくっている段階だ。これからの未来に期待したい。
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この海の力を日本中の人々へ、そして浦の子どもたちへ
かまえブルーツーリズム研究会

渡世大学

入選作

大分県佐伯市

橋 本　正 恵

　　大分県南海部郡蒲江町西の浦は、私たちが育つ頃、どこへ行くにも船に乗らねばならな
い陸の孤島だった。自分たちの浦しか知らずに育ったから、ふるさとへの愛は深く、大きい。
本とか学説とかお役人の決めごととかに全く無縁な海の民として私たちは生きてきた。しか
し、閉鎖的なのではなく、私の父は、早くからここを観光地として開発しようと私財を投じ
ていた。それは、この小さな湾の海産物を全国の人に知ってもらい買ってもらいたいという、
海への思いのあらわれだった。父亡き後、私が跡をつぎ、お隣の宮崎県にまでまたがる浦々
の人たちと協力してツーリズムの流れをつくった。私たちのふるさとでは、稼いで生きて行
くことを「渡世」と言う。昔から伝わる海業の技術や、海の遊び、海産物料理などを教える「渡
世大学」は年間三千人の目標をはるかに越える受講生を全国から集めている。また、私たち
の海業の後継者である小さな子どもたちもここで渡世に必要なスキルや料理を学んでいる。

● 汗水たらして働かにゃ信用でけん
　私の父は、突きん棒船の船主で、山では樟脳を製造したり、畜産をしたりと、とにかく汗
を流してよく働く人でした。大きな体、いつもにこにこして明るい顔、海のことなら何でも
できるし、知っている。そんな父ったんが私の理想の男です。
　大分県南海部郡蒲江町西野浦。いまは佐伯市になりましたが、私たちが育つ頃は隣の村へ
行くにも船で行くような陸の孤島状態でした。そのふるさとに、父ったんはヤシやハマユウ
など南方の植物を植えて楽園のような観光地にしようと私財を投じていました。人がたくさ
ん来て賑やかになって、その人たちが西野浦の海や海産物を好きになってくれることが父っ
たんの夢でした。でも、突きん棒漁がなくなり、モジャコの養殖で失敗したりして、父った
んはお金を無くしてしまいました。
　父ったんの夢を何とか叶えさせたい。そこへ地元で江戸時代からつづく土建業の家の縁談
がきました。「土建業なら父ったんの観光事業が実現できるかもしれない」という不純な動機
で結婚したので、すぐにバチが当たりました。夫が絵に描いたような過保護のお坊ちゃんで
まったく働かない。その上、親から勘当されたのです。
　それで私は乳飲み子を抱えて、懸命に働きました。真珠の珠入れ、蜜柑の販売、眠る間も
惜しんで働き、稼いだお金で車を買って、お隣の宮崎県まで、山越えをして鮮魚を売りに行
きました。赤ん坊を背負い、一歳の子どもを助手席にくくりつけ、運転席の足下には悪いや
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つが襲ってきたら右手ですぐ持って闘えるよう、鎌を置いていたのです。

● ふるさとの貝が全国へ
　「力いっぱい働いて父ったんの夢を私が実現しよう」。
　私が働いたのは、自分がお金を手にしたいからではないのです。この浦を楽園にすることと、
もう一つ、大好きなおばあさんたちが安楽に暮らせる老人ホームを造ることが私の目標でした。
　佐伯市の魚市場に西野浦の魚介類を運んでいるとき、私はサザエやアワビやハマグリなど高
級な貝を貨車送りすることを思いつきました。貝の仲買はヤクザだと聞いていたけど、商売人
なら恐くはなかろうと、直接、東京、大阪、東北、鹿児島など全国の貝の仲買業者に電話で交
渉して販売の道を開きました。だんだん仲買業者と親しくなり、東京へ招待されたりして西野
浦の貝は全国に知られて行きました。
　そこへやって来たのが、貝の大量繁殖でした。都会ではアオヤギとかキヌ貝というかしこそ
うな名前で呼ばれているらしいけれど、西野浦ではバカ貝と呼ばれる貝が大量繁殖。おまけに
アサリまで同時期に大量繁殖したのです。私は、かねて切り開いていた貝の仲買業者のルート
へ向けて、バカ貝とアサリを大量に送り出しました。浦々の女の人たちが貝を捕り、私が買っ
て全国へ送り出す。多いときには貨車一台を借り切りました。

● 背広にネクタイは親の敵
　浦には背広にネクタイの人などいなかったし、その連中が漁の取り締まりをして我々をイジ
メる、と私は思いこんでいました。そして、十年間働きつづけた私の預金も、背広にネクタイ
の連中から取り上げられたのです。近くの水産会社が脱税で国税局に調べられたとき、銀行に
入っていた私の無記名の通帳が調べられ、おまけに宮崎県の同業者から架空の取引の相手とし
て名前を利用されたため、追徴金一億三千八百万円を払わされました。これで、楽園と老人ホー
ムを建設する費用は消えてしまったのです。
　ところが、その後、 み゙んなで観光地を作る どいう動きが始まりました。大分県が蒲江にマ
リンカルチャーセンターを建設してくれることになり、それに合わせて商工会の観光サービス
部会が「グルメの会」を立ち上げたのです。民宿や水産業の人たちが一致協力して海辺の新鮮
な魚介類を使った料理を開発しました。みんなでわいわい討議すると面白くて、ついでに観光
地を開発しようということになり、以来、三十分も船に乗って深島という島の整備に通い続け
たりしました。
　このときのメンバーが中心となって、県や市役所の人たちも加わり、海の食材を食べさせる
いろんなイベントが展開されて行きました。背広にネクタイの人たちにも友達がたくさんでき
て、今では「この人たちの知恵を早う貰やぁ良かったな」と思っています。

● 渡世大学
　もともと海辺の町は浦でつながっていて県境は関係ないところがあります。背広にネクタイ
の人たちの知恵でブルーツーリズム研究会ができたとき、私たちの仲間である宮崎県北川町や
延岡市の人たちが一緒になって「伊勢えび街道」をつくり、伊勢えび料理を出して観光客に大
人気になっています。



- 52 - - 53 -

財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

　私が昔から考えていたことは、子どもや孫にこの湾で捕れる魚貝の名前や味をしっかり教え、
網の編み方、櫓のこぎ方、船の操舵、塩の作り方などを教えて、東大に行かなくてもこの町で
食えるようにしなければならない、ということでした。そうしなければおばあさんや父ったん
が汗水たらして働いてきた産業が衰えてしまう、と思いつづけたのです。この浦では、自分の
力で稼いで生きて行くことを「渡世」と言います。「渡世」を教える渡世学校を作りたいと私
は長い間構想していました。　
　ところが、私の構想をブルーツーリズム研究会の中に取り入れてくれることになったのです。

「渡世はヤクザみたいじゃありませんか」とか言われましたが、この浦ではどうしても「渡世」
でなくてはピンとこないのだとがんばりました。それで名前は「渡世大学」になりました。
　子どもや孫たちは民宿に泊まり込んで海産物の料理の仕方を習っています。西野浦の湾で捕
れる貝の名前はすべて覚えて、味も覚えました。
　全国から集まる入学生は「入学も退学も自由。ただし入学したら、あの世に行くまで留年」
です。年間の学生数目標三千人は、スタートして三ヶ月で超えてしまいました。
　今年九月二十日が渡世大学創立三周年記念ですが、講座数十一で始まった講座も倍の二十二
に増えています。新入生は船の上から箱めがねで覗く海の中も、上級生になると海に潜ってサ
ンゴの生態を観察しています。海岸での遊びの講座もあれば、海岸清掃の講座もあります。す
べては、海の知恵と力を感じて、感謝して、ご馳走をいただくという大学です。あの世に行く
まで、よろしく。
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健康生きがいづくり地域サポーター

入選作

山梨県北杜市

高 橋　熙 

　定年退職後は田舎暮らしを夫婦で決めていたから山梨県八ヶ岳南麓に定住。退職情報誌で
厚生労働省が所管する「健康生きがいづくりアドバイザー」の公認資格を知り受講し認定さ
れた。講座の中で，日本の生きがいの大家精神科医・神谷美恵子先生の生き方に感銘し人生
の師として仰ぎ先生から生きて行く希望や自信と自負さえも湧いて来た。その結果で神谷美
恵子先生という師の教えを広く伝える健康生きがいづくりのテーマを紹介啓発し，人生 80 年
時代に向けた人生再設計セミナーをライフワークとすることを強く決意した。
　「八ヶ岳雑学クラブ」という仲間づくり，「山梨県健生アド協」設立といろいろなイベント
事業運営，「山梨生きいき劇団」設立と活動による認知症予防啓発劇の運動，ニュースポーツ

「ディスコン」による山梨県協会設立による健康づくり活動，老人大学・公民館等への講演講
師活動など 13 年にわたる一定年退職者の地域活動のささやかな体験記です。

　30 数年間の最後のサラリーマン勤務地は名古屋で，松本に出張した長野県の安曇野風景を
こよなく愛した。退職後は安曇野に定住し終の棲家としたいと思うようになった。
　５年の単身生活が終わり定年１年前に本社の顧問室勤務となった。定年退職後の本を買い
込み少しずつ読み始めた。その中に厚生労働省の外郭団体が認定する「健康生きがいづくり
アドバイザー」という資格がおすすめですという情報があった。仕事は何もすることもなく
暇だからと通信講座で受講を始めた。この講座は厚生労働省所管の外郭団体である「健康・
生きがい開発財団」が少子高齢化時代を迎え人生 80 年時代に向けた健康と生きがいを保持す
ることを目的に，主として都市型サラリーマンを対象として中高年に対して健康と生きがい
づくりを啓発し，その機会と情報を提供し，相談助言に応ずるという役割を果たす支援者を
養成する資格講座である。国家資格ではないが，中高年を取り巻く現代社会，健康生きがい，
家族，地域社会，余暇，就労等８科目の講座を学び，その後一次試験後，３泊４日の二次試
験で認定されるものであった。生きがいとか健康とか仕事人間であった私には全く未知の世
界で目新しいことばかりで，時間はふんだんにあったから懸命にテキストを読み学習した。
幸い６カ月で卒業し一次試験に合格し，後の２次試験も無難にこなして認定された。そこで
日本のいきがいの大家の精神科医神谷美恵子先生を知った。
　一方，田舎暮らし専門の土地不動産屋の会員になり，紹介された物件を見に毎月１回松本
まで夫婦で出向き安曇野の土地探しに約９カ月費やした。９カ月探したが満足のゆく土地は
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見つけられず山梨県の八ヶ岳南麓の大泉村を紹介された。まず家内が一目見て気に入り，ここ
にしましょうと決まった。翌年３月任期満了を待たず退職し山梨県に移り６カ月間近くのア
パート暮らしの後に家の新築を待って大泉村に移り住んだ。
　精神科医神谷美恵子先生は，日本の生きがいの大家であるが，私は生きる目標や対象はすべ
て現役時代に成し得たものであって，私にとっては自分は生きている値打ちであり，この世に
役に立っているという生きる存在感と，生きているなぁ！という生きがいの感の２つが大切だ
と思うようになった。神谷美恵子先生をもっと知りたいと思い神谷美恵子全集を買い込んで読
み始めた。「生きがいについて」「こころの旅」「人間をみつめて」など濫読した。先生はハン
セン病患者に生涯捧げられた精神科医であるが，若い時の結核という人生の負い目を背負われ
て医学の道に進み社会に報いることが生きる原点であったことや，現美智子皇后様との心の友
として東宮御所を何度も訪れている事実を知ることなどを通じて人生の師と仰ぐようになっ
た。この神谷美恵子先生の生き方の教えである生きがいと人生設計（ライフプラン）を広く地
域で広める活動を私のライフワークとしたいと決意した。
　まず，山梨に住んですぐ仲間づくりを始めた。新聞の情報欄に中高年おおむね 50 歳以上で
毎月１回遊んで話す会「八ヶ岳雑学クラブ」という名で募集をした。最初は２人だったが，あっ
という間に５年位で 30 人以上となり大きな組織になった。仲間づくりというテーマは資格取
得の１つの大切な勉強テーマであって現役時代の役割分担と上下のタテ社会からすべての会員
が平等のヨコ社会への転換の実践に外ならず私には初めての人間関係の実践道場となり７年間
大きな成果を得ることができた。この体験が，その後の他の組織づくりに生かされたことは多
くの仲間たちに今でも感謝している。
　この「八ヶ岳雑学クラブ」を立ち上げて，しばらく経ったある日，県内のお寺の住職である
渡邊さんという方から丁重な履歴書入りの手紙をもらった。県内で３人が初めて健康生きがい
づくりアドバイザーの認定を受けたという。ついては山梨県で協議会を設立しませんかという
お誘いだった。ご住職は当時 75 歳で資格をとる最高齢に属する方々であったが名門大学を卒
業され履歴から見る限り見識豊かな方であった。私はご住職が会長をお引き受け願うなら喜ん
で参加しましょうと結成に向けて４人で話し合い１年間をかけて準備し，平成 10 年５月に設
立した。そして手作りの第１回「山梨生きいきフェスティバル」（「今から考えよう・生きいき
人生」）を仲間だけの出演で開催した。
　この会の結成は新聞に大きく取り上げられ，その年内に 10 数人の資格取得者が増えた。以来，
年１〜２回のイベントを定例化しながら県民へのＰＲ啓発活動と協議会会員増を全員参加で図
ることで今年で 14 回までに数えるようになり今も継続している。
　引越した後２年ばかり経ち，県内の韮崎市の教育委員会から食生活改善推進委員総会で講演
の依頼が初めてあった。演題は「生きがい・神谷美恵子先生の世界」とした。90 分の原稿を
書いて自宅で読み練習し当日に臨んだ。汗をかきながら原稿を見て読むことの講演で終止した。
初めての講演で過分の講演料を貰い私の心境は反省しきりであった。その反省から講師として
実績を積むため県生涯学習センターの市民企画自主講座に応募し，毎月１回以上の講演活動を
する武者修行に出ることとした。これは平成 18 年まで続き 50 回以上に達し健康生きがいづ
くりアドバイザーの PR 活動に大きく寄与した。
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　「山梨県ことぶき勧学院」という生涯学習の老人大学より私に高齢者の役割というテーマで
講演依頼があった。毎年４月の２年生向けに講義するものだが８学園もあり，私一人では
対応できないので協議会の仲間の内で「講師部会」を立ち上げ担当してもらうようになっ
た。これは平成 17 年から毎年７名を派遣することが今も続いている。
　認知症が話題になりつつある平成 16 年に「ぼけの家族を支える会」（現アルツハイマー
学会山梨支部）の「あしたば劇団」を招聘し協議会の生きいきフェスティバルの事業の一
環として公演してもらった。我が仲間内で劇団を設立して認知症予防啓発劇の公演をしよ
うということになった。幸い仲間の兵庫県健生協議会で公演している情報があり，脚本の
貸与を申し入れ快諾されたので甲州弁に書き直し「ぼけちゃいけんよ」という演目で劇団
名も「山梨生きいき劇団」として練習を始め平成 17 年に初公演した。公演は大成功で 220
名の満席になった。現在も公民館などから出演依頼が多い。
　山梨県は生涯学習を推進する県の運動を初め市町村とも強力に実施しているので，60 歳
以上の特技・技能・経験のある人々を「県ことぶきマスター」として認定支援している。
　私個人も長年の講演活動を認められて平成 14 年に社会教育部門で認定され，協議会そ
のものも 18 年に初めての団体も認定されることとなり，会も NO 1 の認定となった。引き
続き協議会傘下の「山梨生きいき劇団」も 19 年に団体として認定を受けた。
　協議会も会員数が 20 名を超えみんな多忙な地域活動をしているが，三世代交流できる
ニュースポーツ「ディスコン」（カーリングのようなプラスティク円盤投げ）が関西地区
で流行なので参加者を募り４名のインストラクターが生まれた。県社協に協賛を願い，山
梨ネンリンピックで実践 PR 活動して毎年行い少しづつ愛好者が増えていることは喜ばし
い。会員数を増やす手立てとして山梨で資格取得する養成講座開催が一番早いと，平成 19
年からカルチャースクール「山梨文化学園」と提携して始めた。毎年２名ばかりの小人数
だが，継続は力なりで，めげずに会員講師たちがマンツーマンで講義している。
　会の創設者の渡邊氏も会の渡邊名誉会長となり，86 歳の現在もご高齢ながら地域の福祉
活動にお元気で活躍されており，私が不本意ながら会長を引き受けざるを得なかった。創
設者がお元気の内に会の基礎固めをしたいと必死の思いで一杯である。私の個人的な仲間
づくり「八ヶ岳雑学クラブ」も休会し，17 年も続いた趣味の風景写真撮影をする写真クラ
ブも退会して，すべて講演活動と協議会運営に絞ってしまった。これでは個人的楽しみも
奪われてしまうので昨年から 70 の手習いで東洋のバイオリンと言われる二胡演奏を先生
に月２回習うことで，自宅練習にもいそしみ大いに楽しんでいる。
　私がこのような人生設計を描くことが出来たのは，なんとはなしに偶然の「健康生きが
いづくりアドバイザー」の資格取得の中で精神科医神谷美恵子先生と出会ったことである。
先生の教えも奥深く，私の知識や実践も先生とは較べることも不可能で足元にも及ばず，
まだまだ未熟である。ただはっきり言えることは生きる勇気と自信だけは先生から多く与
えられたと思って感謝している。その思いを，私は HP に，「生きいき人生への窓」として
平成 15 年に公開した。生きがいを学び，生きる意味から死ぬ意味まで少しは学び，それ
らの情報はすべて神谷先生の文献から多くの精神科医の先生方から学ばせていただいた。
神谷美恵子先生の多くの好きな言葉があるが，特に感動した私の好きな言葉は「自分の過
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去の歩みも自分はもとより，他人にもどうしてはっきりとわかることがあろう。……その
時その時を精一杯生きてきたなら，自分の一生の意味の判断は人間よりも大きなものの手
に委ねよう。……自分は自分で，生命のある限り，自分にできること，なすべきことを新し
い生き方の中でやってゆこう，という境地になるだろう。」である。（神谷美恵子著「こころの
旅」みすず書房刊・P146）
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大学生が夢見るまちづくり奮闘記
〜甲府をおもてなしの心世界一の町に〜

入選作

山梨県甲斐市

猪 股　あさみ

　私の住む山梨県の県庁所在地・甲府は、商店街シャッター通り化が進んでいる。そんな故郷
の姿を見て、私は大学生の視点から何かしたいと思っていた。そんな時パリへ行く機会があり、
そこで町行く人々のやさしさに触れ、おもてなしの心あふれる「観光」で地域振興ができな
いか考えるようになった。
　その話をした大学の准教授から、「国際観光」を利用した社会人対象生涯学習プログラムの
話をいただいた。プログラムでは社会人の方とともに、山梨の観光資源の発見をテーマとし
たツアー企画を行った。
　そして新たな山梨の魅力に気付いた私は、大学の友人たちと甲府の商店街にある日本料理
屋のメニューを外国人観光客向けに作成した。おもてなしの気持ちを表すためユニバーサル
デザインのピクトグラムを開発しメニューに取り入れ、その結果多くの方から好評を得た。
　私はこれからも地域住民の方に国際観光を広めるために、宿泊施設や住民の方と協力して
汗を流していきたい。

　私の暮らす山梨県は富士山と南アルプスのふもとの、美しい自然に恵まれた地域である。
しかし私の通う大学がある甲府市は郊外の地域開発が進むのと並行して、商店街のシャッター
通り化が進み、地域の人々からはやる気が失われつつあった。確かに私が小・中学生のとき
にみた、人々が行きかい活気あふれる甲府の姿はなかった。だがそのような故郷の姿を見て、
学生である私自身で何かこの町に新たなきっかけを作り、この状況を打破できないだろうか
と考えるようになった。
　そんな時に友人の誘いでフランスのパリに行く機会があった。そこで私は今後の大きな目標
を見つけることになったのだ。滞在最終日に、ガイドに勧められセーヌ川のクルーズに参加
した。ボートが、ポンヌフなどの有名な橋の下や、川べりを通過するたび、橋の上にいる地
域の方々がボートに乗る乗客に向かって気さくに手を振ってくることに感動した。帰宅途中
のサラリーマンや、犬の散歩中のご婦人、学校帰りの子供たちが外国から来た私たちに、ま
るで知人に対するように自然に手を振ってくれる。その地域住民一人ひとりの姿勢が、観光
大国フランスを支えているのだと感じた。
　その感動はすぐに故郷の山梨もこんな町にできないだろうかという願いに変わった。その



- 58 - - 59 -

財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

頃から「国際観光 ( インバウンド )」を利用した地域振興が頭から離れなくなった。観光客が
訪れることで、そこに住む人々が自分の町のあり方を再考し、新しい地域の魅力が生まれ活性
化につながれば、商店街や甲府市内にも活気があふれてくるのではないかと思ったためである。
　そんな私に願ってもみない機会がおとずれた。パリでの出来事を以前話した山梨県立大学の
准教授から文部科学省委託の社会人の学び直しニーズ対応教育推進事業として実施している

「やまなしインバウンド観光教育プログラム」のスタッフをしてはどうかとお話をいただいた
のだ。この事業は、山梨県で観光業に従事している、もしくは興味がある社会人を対象とした
生涯学習プログラムで受講者は県職員、観光業界の方々、通訳案内士、お寺の住職、中国国籍
の在留外国人とバラエティーに富んだ方ばかりであった。学生も参加者のサポーターとしてで
はあるが、一緒に企画に携われるため、自分も受講者の方々と学び、地域振興への思いを実践
に活かそうと挑戦した。
　近年山梨を訪れる外国人観光客は日本を訪問する外国人の 10%に達しており、特に中国人
観光客は 50%※ 1 を占めている。そこで山梨の観光資源の再発見をテーマに、中国人系観光客 ( 中
国・台湾・香港 ) をターゲットとしたツアー企画を作ることとなった。
　私はお寺の住職と中国籍で中国人観光客誘致を行っている方とグループを組んだ。二人は、
外国人と日常的に接する機会が多かったが、中国人富裕層に関しては好みや傾向をあまり知ら
ず、そのため彼らに合った観光メニューの作成は困難を極めた。そこで私は多くの方々からヒ
アリングをした結果、中国人富裕層が「健康」に強い関心を示すことを知り、テーマに「産業
観光＋ヘルスツーリズム」を軸にしたツアーを企画してはどうかと提案した。当初二人はなか
なか納得してくれなかったが、一緒にテーマに沿ったおすすめの観光資源をリストアップして
いくうちに互いに素敵なツアーが企画できることを確信し合った。内容は食事をローカロリー
の手作りこんにゃくや無農薬野菜のコース料理とし、土産物にも山梨の天然資源をアピールす
るため、甲州印伝や宝石など地場産業の複合施設見学を盛り込んだ、充実したツアーを企画で
きた。ツアーを企画する中で、山梨県には自分が知らない観光資源がまだたくさんあることを
知った。そして二人の生涯学習を通じて社会に貢献したいという姿勢にいたく感動し、多くを
学ばせていただいた。とくに住職には、お寺に滞在した外国人が何をしたいと思い、山梨のど
こに魅力を感じたか教えていただき、生まれた町を違った視点で捉えられるようになった。そ
して中国籍の方には、中国人の生活習慣や文化に関するアドバイスをいただき、同じアジア人
であっても大きく異なるおもてなしのあり方を考えるきっかけを与えていただいた。以上の努
力が報われ、このツアー企画は、プログラムの年度末成果報告会で発表され、県や民間の観光
事業関係者の方々に好評を得られた。
　そこで今度は甲府市の商店街を中心に学生が主体的に実施している外国語メニュープロジェ
クトに参加することを決意した。プロジェクトのきっかけは商店街にあるビジネスホテルに中
国人観光客の団体が宿泊し、ホテル周辺の日本料理店に来はじめたことによる。まったく外国
語が話せない飲食店の店員が、まったく日本語を話せない外国人観光客といかなる方法でコ
ミュニケーションをするのかがテーマであった。今度は地域にある飲食店が対象であることに
強いやりがいを感じた。
　前述の命題に応えるため、プロジェクトのメンバーは、事前に国際観光について学ぶだけで

※ 1 国土交通省「宿泊旅行統計調査」
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なく、ユニバーサルデザイン ( 以下 UD) についても学んだ。その理由は UD に基づいた観光
推進によって、外国人観光客だけでなく、地域住民にとっても有益なまちづくりを行える可能
性があるためだった。また UD を国際コミュニケーションに応用することで、住民と外国人観
光客が交流し、新たな魅力が生まれるのではないかと考えたためであった。
 そこで私たちは新たに UD ピクトグラムを開発し、英・中・日の UD メニューを作成するこ
とにした。ピクトグラムは、アレルギーや宗教上の禁忌に対応することが目的であった。しか
し従来のものは単色で美しさが感じられないものが多かった。そこで私たちは、韓国のポシャ
ギ※ 2 の鮮やかさなどを取り入れるため、韓国人のデザイナーと共同で色弱の方にも見える色

を厳選し、見やすいピクトグラム作りを
行った。左記のように完成品はわかりやす
く色鮮やかなものに仕上がった。
　構成も中国人留学生から、アドバイスを
受けページ分けを行い、山梨を楽しんでも

らえるように郷土料理専用ページも作成した。さらに店内の見取り図を作り、トイレやレジそ
して注文からお会計までの流れを UD ピクトグラムなどを用い表現した。おもてなしの気持ち
をこのような説明資料にも表現したい、これが私たちの切なる願いであった。
　このメニューは今年の 4 月から実際に店舗で使用され、早
くも成果を上げ始めている。以前は中国人観光客が食事に来
ても、皆で同じものを注文していたが、メニューを置いてか
らそれぞれ個別にメニューを注文するようになったと店主の
方から喜びのお声をいただいた。老舗の頑固な店主だったた
め、プロジェクト開始当初は学生の意見になかなか耳を傾け
てもらえなかったが、実際に中国人観光客の変化を目の当た
りにしたことで、店内に設置する UD ピクトグラムに関して
も興味を示してくれるようにもなった。また地元のテレビ・
新聞※ 3 などの報道機関からも多くの取材を受け、大きく報
道された。メディアを通し地域の人にこのプロジェクトが身
近になれば嬉しい限りである。
　私は、大学入学当初地域の現状を見てただ悩み考えるばか
りであった。しかし「観光」を通して少しでも地域に貢献できたこと、プロジェクトを通して
社会人の方々と共同作業をし、新たな可能性を見いだせたことがなによりの収穫だった。
　私には、大きな夢がある。それは前述したパリのような地域住民自らが観光客を歓迎するお
もてなしのまちを作ることだ。外国人観光客がどこのお店に行っても快適に食事や買い物、宿
泊ができるまちづくりを進め、商店街や地域住民の人々にも歓迎され気持ちよく旅行を楽しん
でもらえるおもてなしのまちを作りたい。今年は温泉街のホテルや旅館に UD ピクトグラムを
準備し、フロントにマニュアル代わりの指さし会話帳を置くプロジェクトも進めている。施設

※ 2 韓国の伝統工芸で色鮮やかなものが多い。もとは風呂敷などに用いられた。
※ 3 http://www.sannichi.co.jp/CAMPUS/20090506.php
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の受け入れ態勢は順調に進んでいる。
 私はこれからも大学生として、地域住民の方々の理解と共感を得るために、多くのことに挑
戦していく。インバウンド観光教育プログラムで見た社会人の方が地域振興に真剣に取り組む
まなざしや、外国語メニューで得た店主のご理解を糧に、地域の方々へもおもてなしの輪を広
めたい。またパリで経験した温かい歓迎のおもてなしを忘れずに、現場の声にも耳をしっかり
と傾けながら、地域住民の方々と一緒に何かを作り続けたい。そのために流す汗こそが、今私
にできることであり、いずれはこのまちのおもてなしの一部になることを願ってやまない。
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まちづくり奮闘記

入選作

東京都中野区

鈴 木　迪 雄

　私は地域の活性化をはかるには、地域内の産業を活性化させて雇用の拡大をはかり、地域
の人達が住みやすく、便利で快適な暮らしができるようにする。
　そして、地域ですぐれたもの、良いもの、面白いものなどを地域の発展に活用し、多くの人々
が訪れて交流をする。
　「まちづくり」は、「就業人口」・「定住人口」・「交流人口」を増大させることだと思っている。
　本文は、25 余年に亘る私のまちづくり奮闘記録であると共に、50 年かけた信頼関係－「人
脈づくり」の歴史でもある。

杜仲茶事業
　昭和 60 年（1985 年）から昭和 62 年（1987 年）にかけて急激な円高によって構造不況に
見舞われ、在職していた日立造船は 17,000 人の従業員を 12,000 人減らし 5,000 人で再生す
る大変革を断行した。
　私に与えられた任務は、同社の主力工場－広島県因島（人口 40,000 人）にある因島工場の
従業員 3,500 人を 3,300 人減らす合理化を担当し、同僚後輩の新たな職場を用意しなければ
ならなかった。
　銀行からの砲弾と労組からの怒りの板挟みのなか１人１人にふさわしい仕事を確保するた
め、工場の職場を 21 の会社に分割し雇用の確保による会社生き残りを計った。
　しかし、分社によって手に技能がなく島への定住を求める間接職 200 人の余剰が生じた。
　そこで、余剰人員 200 人の雇用と定住確保のため、なりふりかまわず杜仲茶事業に踏み切った。
　地域のみかん栽培技術と新しいバイオ技術の組み合わせを目指した。
　売上 60 億円・粗利益 40％（平成５年・1993 年）のヒット商品に成長するとは誰しもが予
想しなかった。
　私は企業城下町因島の衰退の悲惨さを目の当りにし、苛酷なリストラを実行し４名の自殺
者を出す犠牲を伴った責任をとって日立造船を辞した。
　翌年、永く病床にあった妻は、「会社に捨てられたら、あなたに何が残るの。仕事以外に何
か打込めるものを持てばいいのに」と言い残して、この世を去った。

海藻公園構想
　昭和 60 年（1985 年）11 月 17 日。瀬戸内海の大崎上島－広島県東野町（人口 3,800 人）
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役場職員田畑さんを乗せた船が座礁転覆し、彼は海に吸い込まれ帰らぬ人となった。
　その日、広島知事選が行われ役場に集められた投票箱を県庁に輸送する途中の出来事であっ
た。町役場は捜索に全力を挙げ、当時日立造船に在職していた私に、開発中の水中テレビ（ROV）
の貸与の要請があった。
　水中テレビは捜索に協力。テレビ画面に伝えられる映像は、大崎上島の離島－生野島周辺海
域が豊富な藻場であることを映し出した。
　「若い身を賭して私たちに教えてくれたのでしょう。“海藻”は東野町のキーワードです」と
町長は前途ある若者の死を無駄にしてはいけないとの思いを深めていた。
　昭和 63 年（1998 年）９月、日産建設に籍をおいた私は町長と再会し、町長が長年暖めてい
た海藻公園構想の具体化を私に一任された。
　海藻という地域資源を生かしてどんなことが可能なのか、内外の研究者・企業人・行政を集
めて研究会を組織し、島でセミナーを開催。フランスからも著名な海底住居の研究者の来島を
お願いした。
　彼は、「生野島を生かす方法があります。それはこのまま残すことです」とアドバイスをする。
たまたま東野町にある国立広島商船高等専門学校の一学生の卒業論文を役場でみた。
　「東野町に住んでみて不便だったことは商店が遠く商品が少なくサービスが悪かった」と書
かれていた。そして島の人達は「老人介護施設がないので、老親を本土の東広島まで連れてい
かなければならない。島に住んだものはやはり住み慣れた島で老後を過したい」という。
　私はこの悩みを見聞し、平成３年（1991 年）に海藻公園構想の中断を決め、島おこしは「生
活おこし」にあると割り切って生活を支えるインフラ整備に切換えた。
　平成６年（1994 年）６月（株）ミハラスーパー主婦の店の出店、平成８年（1996 年）３月
には東京赤坂の長寿社会研究所と提携した老人介護施設を建設し、Ｕターンの女性を含め若者
50 名を現地で採用して島の人々が安心して暮らせる施設を作り上げた。

まるごと博物館
　当時「西の因島」と並んでリストラの代表地「東の釜石」。新日鉄釜石で因島リストラ式で
のお手伝いをする。製鉄所縮小による離職者の救済と若者が定着する街を目指し、海洋バイオ
研究センターの開設とチョウザメ・マツカワの養殖システムを研究する冷水性高級魚養殖技術
研究所（サンロック）の設立に奔走していたとき（平成２年（1990 年）12 月）東野町の「海
藻公園構想」で協力いただいたフランスから私にカンヌで開催されるリゾート開発国際フォー
ラムでの講演依頼が届いた。
　わが国では、リゾート法が施行され、週休二日制の定着もあって余暇増大からレジャー志向
が高まりをみせ、気仙地域（大船渡市・陸前高田市・住田町）も“さんりくリアスリゾート構
想”の候補地となっていた。
　私はカンヌでの講演で「日本に立地するリゾートは、生活サービスの定住条件が重点で人の
暮らしへの配慮、生活圏域の整備が日本型リゾートの開発テーマではないかと思う。
　日本のリゾートは都市生活者の人間性回復と地方に住んでいる人々の生きがいの再生に位置
づけられ、美しい自然・豊かな水・澄んだ空気があってこそ、はじめてリゾートが成り立つ」
と述べ、日本が豪華なリゾート施設を計画すると期待した聴衆を落胆させた。
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　その頃、私は縁あって文部省の福留強社会教育官にお会いして生涯学習について教わり「生
きがいとは死にがい」の一言で考え続けていた妻の遺言と合せ「地域づくり」「まちづくり」
を生涯のテーマとすることに決めた。
　さんりくリアスリゾート構想の候補地の一つ三陸町（現在大船渡市三陸町－人口 6,000 人）
は漁業後継者の不足と若者の町外流出、少子化に悩んでいた。
　平成４年（1992 年）私はフランスで提唱された人間の生活と環境を護り育てる博物館「エ
コミュージアム」を三陸町に持ち込んだ。
　地域の特性と発展の道を探る。地域の自然文化・歴史・産業・遺産を後世に伝える。いろい
ろなことを学び高め後継者を養成する等を理念とした建物中心でない博物館である。福留先生
の指導と識者の助言を得て「三陸町ふるさとまるごと博物館」に取組む。
　町のあるがままを大切にし、町民みんなが町を知り、学び、受け継ぎ、高め、伝えることを
大切にした生き方を基調とし、「自分のまちはいいところだ」と言える町内 70 余名の学習協
力者を輩出して生涯学習まちづくりを実践した。

道の駅
　その後 25,000 人の人口となった因島は、杜仲茶事業の伸長により落ち着きをとり戻し、杜
仲の育苗に取組んだ新会社“環境緑化資源開発”がヒマラヤザクラの開発に取組んだ。
　ヒマラヤザクラは、毎年 11 月下旬から 12 月にかけて薄ピンク色の花を咲かせ、正月には
若葉が青々として人々の目を楽しませる。
　ネパールの故ビレンドラ国王が日本に留学中に熱海市に寄贈された桜で、大気汚染の原因と
なる NOX の吸収同化力がソメイヨシノの数倍といわれる環境浄化木である。
　しまなみ海道の島々に呼びかけて植栽本数を増やし、「しまなみ海道・花の回廊」を夢みて、
因島は観光振興による交流人口増大を目指しはじめた。
　また、私は平成６年（1994 年）４月には、自分の住む東京都杉並区のまちづくり公社の委
員となり、「阿佐ヶ谷ジャズストリート」を企画する。隣の高円寺は東京の夏を彩る「高円寺
阿波踊り」が有名。阿佐ヶ谷は、七夕祭りを催すが高円寺に比べれば何んとなく静かである。
　そこで、阿佐ヶ谷在住のジャズマンに呼びかけ、毎年秋の２日間、ファンと地元スタッフが
一丸となってボランティアのイベント－「阿佐ヶ谷ジャズストリート」を立ち上げ、阿佐ヶ谷
を多くの人々が集う賑やかな街にした。
　65 歳になって私は日産建設を退職し、一時 NPO 法人地域交流センターにお世話になり「道
の駅」の研究に従事した。
　「道路に駅があってもよいではないか」との提案を受け、テントによる道の駅の実験を行い
トイレ・駐車の休憩機能、道路状況・目的地情報の提供機能、地域特産品の展示機能をコンセ
プトとした。
　現在、全国で 800 を超えており、「道の駅」は地域で雇用を生み、地域間の提携を果たし、
交流人口増大の担い手となった。

農業と水産を学ぶ
　70 歳近くなった私は、知識の賞味期限切れを感じ、母校の大学院で、グローバル化のなか
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海外留学生と共に、平成 13 年（2001 年）４月から平成 15 年（2003 年）３月までの２年間「国
際経済論」を学んだ。
　ところが、平成 14 年（2002 年）４月、お世話になった日産建設が突然親会社倒産による連
鎖倒産で会社更生法の申立を行い、私は後輩６名をマキ製作所へ再就職を斡旋をすると共に私
も同社のお手伝いをする破目になった。
　マキ製作所は果物・野菜などの選果機メーカーなので農業分野について勉強できる幸運に恵
まれた。
　造船会社に勤めた経験から海に関する知識が多少あったので水産分野の養殖事業などにも携
わっていた。
　21 世紀の最大テーマは食とみて同社社長にお願いして訪中を重ね、発展著しい中国が食料
自給率の低い日本の台所となるが、人口からみて将来食料輸入国へ転ずると予測し、中国の農
業・水産分野の現状把握といまの中国の体制を学んだ。
　75 歳でマキ製作所を退いたとき、私淑する師　理研ビタミンの永持名誉会長から大分県平
松元知事の著書「出でよグローカル企業家」50 冊を寄贈いただいた。
　平松元知事は無から有を生む一村一品運動の提唱者で「ローカルにしてグローバル」（グロー
カル）「自主自立・創意工夫」「人づくり」を３原則として中国をはじめ世界 38 ヶ国に広めていた。
　地域格差解消のため、国際的に漠然とした鎖国状態におかれた地方にこの本を贈ることとし、

「ふるさとまるごと博物館」でお世話になった気仙地域（人口 71,000 人）に白羽の矢を立てた。

グローカル
　気仙地域では、大船渡市立大船渡中学校の同級生 13 名が足かけ７年かけて大船渡町丸森の
山腹に山小屋を自力で建設をしていた。
　寿限無・寿限無・五匂の擦り切れと長い名前を超スピードで語るキレのいい古典落語からも
じって、この小屋を「寿限無亭」と名付けた。
　大船渡湾を一望し眺めすばらしい「寿限無亭」は、平成 20 年（2008 年）１月に誕生した民
間主体の“ケセンきらめき大学”の拠点となり、私も同大学のアドバイザーとして一員に加わっ
た。創年のたまり場に認定された「寿限無亭」を最初に訪れたのは、中国大連市の視察団、次
いで台北駐日経済文化代表処、米国のブッシュ元大統領だった大学教授、ノルウェー王国大使
館水産参事官らで、たまり場は国際交流の舞台となり、地域の人達の国際感覚を養う場となった。
　国際港湾と衛生管理を徹底した魚市場などの整備を着々と進めている同地域は、海外との交
流を目指し「黄金と魚」をキーコンセプトにして観光振興に向けて始動している。
　平成 20 年（2008 年）６月、私は中国大連漁業博のフォーラム講師として大連に招かれた折
に、同博覧会に出展した大分県の土井社長と会い、一村一品運動の里帰りを懇請されて、現在
大分県佐伯市（人口 80,000 人）でもアドバイザーをつとめる。
　広域合併に挑む気仙は民間主体、広域合併を終えた佐伯は行政主体で活動。具体的な成果は
これからの楽しみである。
　私は“まちづくり”を生涯の仕事として選んだが、高校の恩師から教えられた「自分からど
んな時も一歩踏みこむ違いが幸せを呼ぶ。しかし、泣く心、人の不幸に涙する心、人の幸せに
涙をためて祝う心、労わる心、親切な心、そういう心を忘れるな」との言葉を胸に刻んで活動
している。
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おいでよ！農村生活…

入選作

青森県三戸郡

福 田　優 子

　未知の世界「農業」嫁いで初めてづくしの感動・感激の生活。
私は今地域の皆さん、家族の協力を得ながら、都会の子供達の農業体験修学旅行の受け入れ
をしています。
　未知の農村に嫁ぎ、同居の大変さ、障害のある娘を授かったからこそ学べた事。
同年代の子育てをしている私だからこそ、伝えてあげられる事を、私流に子供達に伝えて行
こうと思う。
　都会の子供達の喜ぶ顔は、嫁いだ頃の「私の初心忘るべからず」感動再確認、都会の子供達に、
田舎の良さを沢山発見してもらい、私達のごく当たり前の見落としている素晴らしさを改め
て教えてもらいー。
　私の子供達の育児にもプラスにさせて頂きますます南部町が大好きになりました。

　ピッピ～！　ピッピ～！
ガイドの笛の音に合わせて、大型バスが来るいよいよ…。私達家族のファームステイ受け入
れデビュー。　え～っと！？
・動物好きな、あやかちゃん
・人見知りの、ゆみなちゃん
・虫は苦手な、まりなちゃん
・辛い物が苦手な、ゆみちゃん
生徒達のプロフィルを見ながら、覚えた名前を頭の中で復習してみる。
修学旅行という大イベント。ディズニーランドなどの観光地に匹敵するような思い出を作っ
てあげられるのだろうか！？

“いや！！それはないよなぁ～。都会から、こんな田舎の町へ来てくれるんだから、少しでも
多くのいい思い出を作ってあげたいよなぁー。”
　どこの旅行会社にもない、我家流の旅のもてなし、他では味わう事の出来ない思い出。
　十年前のホームステイ事業に参加しないか？と誘われた時は、農業の良さは感じながらも…
他人の子供を家に泊める。などという事は、考えられなかった。もちろん当時は育児も最盛期。
私自身同居、就農の大変さに気持ちの余裕など全くなかったのである。
　長女がアメリカ一年留学の夢を叶え帰国しホームステイ先の夫婦が一年間、全くの他人の
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娘にたくさんの愛情を注いでくれた事。
その一年間で娘が大きく成長してくれた事。ホストファミリーへの感謝と、私達家族にも同じ
事が出来るのではないか…！？
そう思ったときー。（ナイスタイミング）
町のホームステイ会員の積極的な誘いで入会させて頂いたのである。あの時の先輩の押しがな
ければ、私は今こんな感動を味わってはいなかっただろう。本当に感謝である♡
　緊張の生徒達との対面式。私もだけど生徒達も緊張している。覚えたての名前で一人ずつ呼
んでみる。お互いが初めて笑顔になれた。
　家へ向かう車中。子供達の不安をなくそうと、我家の事を話す。
・4 世代 8 人家族なんだよ。
・りんごとお米をおもに作っているんだよ。
・同じ年頃の娘が 3 人いるんだよ。
・田舎ぐらし、不便があって当たり前。今日の出会いから、我家の家族だよ。よろしく！！
車中での会話も盛り上がり、子供達も安心感からはしゃぎ始める。
　家に着くやいなや「さぁー好きな色のつなぎ服に着替えたら、玄関に集合！！今晩は十五夜。
山にススキを取りに行くよ。」

「えっ！？つなぎ服着れるの。かっこいい〜。お月見なんて初めてだよ」
ススキ、アザミ野花を集めて生花教室開校。さっ！！次は夕食センベイ汁作り。
　畑でゴボウ堀りに汗流す子供達。掘っても引っぱっても抜けません。ニンジン、ネギも、スー
パーの袋に入れて持ち帰り、土を落とし自分たちで調理開始

「家で手伝いしてるの？危なっかしくて見ていられないなぁー。」
「大丈夫だってばぁー」
・郷土料理センベイ汁は、材料の収穫から始まる。
・趣味で集めた作業服。カラフルなつなぎ服とバンダナスタイルに喜ぶ子供達。
・娘が三人という事で、頂き集まった浴衣と下駄は十組程。お祭り時には、フル活用。
・次女の自己表現方法にと、家族の趣味カラオケで、子供達の心も弾け始める。
・田んぼのあぜ道に一列に寝転んで、足は水路にボチャン。猛暑の夏の昼寝タイム。
・りんご畑でコザ敷いて、大地に大の字に寝転んでみる。りんごのお尻、緑色の木の葉の間か
ら見える空の青さ。風のささやき。虫の声。体中の悪い物が大地に吸い込まれて行く気がしな
い！？
・大木を見ると抱き付きたくなる私のくせ。数百年生きて来た大木だからこそ、パワーをくれ
るから…やってみてよ。
・実すぐり作業に夢中になり無言の子供達。「楽しいなら楽しい♪自分の気持ちは声に出して
表現しなきゃ。相手に伝わらないよ。もっとコミュニケーション上手くやらなきゃ」
・実すぐり作業で切り落とした実を、つなぎのポケット一杯に貯め込んで、巡回して来た先生
目掛けて、畑中走り回る、先生と子供達。
・のどを潤してくれた空缶並べて、実を当て缶当てゲームも始まる。
・小屋で枝豆もぎ競争をしていると、近所のおじさんが、
「どこから来たの？」と話し掛け、数分後にはアイスとジュースの差し入れをしてくれる
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・畑で作業に汗を流していると、隣の畑のおばちゃんが、
「うちの桃、もいでいいよ」
「うちのプルーンも食べていいよ」
思いがけない果物の収穫に子供達も大喜び。
・通りすがる耕運機のおじちゃんに手を振り喜ぶ子供達。
「あっ！！振り返してくれたよ♡」
「これで何人目だね。皆いい人ばっかりだよねぇ。耕運機って、カッコいいよねー。」
・近所には国の重要文化財になったお屋敷があります。いつも心快く家を見学させてくれます。
・子供会のために手作りした、大流しソーメン装置を心快く貸してくれる仲間のお陰で、我家
では、流しソーメンで大盛り上がる。
・笹舟、笹ぶえ、木タル、木の実のリース
・ブロック積み感覚のまき積み作業
・米倉からモミ袋を出して、ネズミ罠を踏みベドベドズック。精米したてのお米で食べるバー
ベキュー。空を見上げると、都会では見る事の出来ない星の数と輝きにウットリしながら、ポ
ソッと話す子供達の心の中の本音。
　二泊三日という短い時間に、私が子供達にさせてあげたい事。子供達に伝えたい事。
　農に解れる事で、初めて知る大変さ、喜び素晴らしさ、大切さ、作物への愛情。
　りんご、お米の農作物は、一年中世話して収穫して、初めて現金収入になる事。ケチと思え
る節約生活は当然の事。
　大家族の生活は大変だけど、お互いの足りない所をカバーし合うからこそ、家族の大切さが
わかる事。
今年 98 歳の誕生日を迎える、婆ちゃ（祖母）の長生きの秘訣は何だと思う？ひ孫達の声を聞
けて、自分も必要とされている喜びなんだってよ。

“おばあちゃん！！”の何気ない一言。毎日のまき風呂当番、庭の草取り担当。人は必ず老いる。
優しさの分だけ、それは必ず自分に帰って来る。最後は死をもって命の最後、大切さを教えて
くれる事。
　私には障害のある娘（次女）がいる事。その娘の親になれたからこそ、味わえた事。ごく普
通の、当たり前の事への感謝。
養護学校でハンディを抱えながらも、生きるため、自分に出来る限りの事を、根気強く、笑顔
で頑張っている子供達。ビリに居るからこそ、回りのいいもの、憧れが見える。
彼らには人のいい所ばかりが、沢山見えて、目標に頑張っている。話して聞かせたら、「将来
に夢もなく、ただ何気にダルイ毎日を過ごしていたけれど、人には誰にもいい所はある事、前
向きに夢を見つけ、チャレンジ出来る幸せ♡気付かせてくれてありがとうー。」子供達の手紙
に喜しくて涙する。

「あんだ達（あなた達）を、ここでまぶってるすけ（ここから見守っているからね）」と、98
歳の婆ちゃから、手渡される五円玉をお守りにして、全国で今日も頑張っている、私の娘や息
子達の事を思うと、私も元気になる。
　今私は、地域の皆さんに支えられ、家族の協力を得て、子供達を受け入れています。
　物があふれ、裕福過ぎる現代だからこそ、大切な何かを捜し出してほしい。
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人間形成に一番大事な時だからこそ、一番大事な事を学んでほしい。
　都会のあわただしい毎日の生活に、心身疲れた体を、ゆったりとした時間の中で、いやして
行ってほしい。
　お金では得られない。心の宝物を沢山見つけて帰ってほしい。
　全国にいる娘、息子達が、「青森」「南部町」という響きを聞いた時、りんご畑で大地に寝転
んで見上げた青空を思い出してくれている。
　スーパーに並んでいる、りんごを見た時にあったかい気持ちになってくれている。
　りんごを食べる時に、作業の大変さを思い出して、一口一口味をかみしめ大事に食べてくれ
ている。
　子供達の手紙から、あふれる思い出の数々…

　未知の農村に嫁ぎ、同居の大変さ、障害のある娘を授かったからこそ学べた事。同年代の子
育てをしている私だからこそ、伝えてあげられる事をーーー。
　私流に子供達に伝えて行こうと思う。

「他の観光地より南部町が一番よかった。また必ず行くからね……。」
子供達からの手紙が届くたび、喜ぶ娘達。
今自分達のくらしている環境の素晴らしさに改めて気付いてくれている。
農業の大切さを感じ始めてくれている。
　私は何よりそれが喜しい。
　親の口から言われるより、同年代の子供達の素直な表現は、娘達の心に一番響いている。
　南部町を訪れた事ーー。
　南部町で産まれ育った事ーー。
　ふる里に誇りを持ち頑張る子供達が増えてくれたらーー。
　ふる里を愛する若者でいっぱいになれば、必ず町はにぎわいを戻せる。
　私はそう信じながら、全国に娘・息子達を増やし続ける、青森の母ちゃんです。
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コミュニティビジネスによる
持続可能な地域創造

入選作

埼玉県志木市

風 見　正 三

　本論文は、持続可能な社会を構築するための基盤となる「コミュニティの再構築」という
視点に着目しながら、「コミュニティビジネスによる地域交流人口の拡大」の可能性について
論じている。現在、全国の先進自治体では、地域再生に向けた様々なコミュニティビジネス
が展開されている。コミュニティビジネスは、これまで行政が担ってきた公共サービスを市
民主体で担っていく新たなアプローチとして大きな期待を集めており、その対象領域は、環
境保全活動やまちづくり、観光交流ビジネスにまで幅広く展開してきている。特に、これか
らの観光交流型のまちづくりにおいては、コミュニティ主体の持続可能な地域創造プロセス
を構築していくことが重要な鍵となってきている。本論文では、こうした「地域を自らの手
で元気にしたい」という「志」から発するコミュニティビジネスに着目し、これらに基づく
持続可能な観光交流事業の戦略やその可能性について論究している。

■都市の時代の終焉とコミュニティの再構築への期待
　20 世紀は、都市に膨大な人口や投資が集中した「都市の時代」であった。都市では、大規
模な都市開発事業が進められ、自然環境、歴史資源、文化遺産などが消失の危機に瀕すると
ともに、都市生活の基盤であったコミュニティの崩壊が進行していった。また、地方都市に
おける地域経済の衰退も深刻となっている。これまで、日本経済を支えてきた重厚長大型の
産業は牽引力を失い、高度情報、医療福祉、環境などの新たな産業への転換が急速に進む中、
農林業や伝統工芸などの日本の歴史的な基幹産業は存続が危ぶまれている。長引く不況の中、
社会的な問題も深刻化を極めている。日本経済の大きな変局点となったバブル経済の崩壊後、
失われた 10 年とされる 1990 年代を経て、世界経済を巻き込んだ米国の経済不況などが引き
金となり、日本の雇用環境も安定性を失いつつある。今後も、このような事態が続くことに
なれば、都市の豊かさは失われ、美しい田園風景や自然の生態系は消失の危機に瀕すること
になる。
　現在、こうした、環境、経済、社会の複雑化した諸問題を同時解決していくため、地域発
の革新的なソリューションが求められており、その鍵となるものが、「コミュニティの再構築」
という視点であり、それらに基づく「地域交流人口の拡大」である。
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■コミュニティの概念定義と多様な展開
　本来、「コミュニティ (Community)」という概念は、歴史や文化を共有し、 政治や経済など
の様々な側面で結びついた「地域社会」を意味している。また、最近では、科学技術の発展や
生活様式の変革から、インターネットを媒介した「インターネットコミュニティ」や、特定の
テーマを共有する「テーマコミュニティ」などの形態も発展している。テーマコミュニティと
は、共通のテーマの下、特定の地域に限定されない様々な活動を行う「共同体」であり、高度
情報基盤の整備が進展する中、地域の力だけでは解決できない複雑な社会問題を解決する重要
な鍵となってきている。
　まちづくり分野においても、こうした地域コミュニティと多様なテーマコミュニティの連鎖
による新たなまちづくりが求められている。本来、まちづくりの主体は、地域住民であるが、
これからは、地域を支えるための生産、消費、教育、医療、余暇、観光、芸能などの地域活動
を、地域住民の相互依存だけでなく、地域外との交流や連携によって維持していく時代が到来
しているのである。
　テーマコミュニティの存在は、地域コミュニティの衰退が進む中、新たなまちづくりの担い
手として大きな可能性を有している。環境保全や観光交流などの共通の関心や問題意識を共有
する人々が、市民団体やNPO などを結成し、市民を巻き込みながら、地域活動や社会活動を行っ
ていく多様なテーマコミュニティのアプローチが増加してきている。これからは、コミュニティ
という概念が、まさに、特定の「地域コミュニティ」と様々な目的を持った「テーマコミュニ
ティ」との連鎖によって形成されていくべき時代になっていることを示唆するものといえよう。

■持続可能な社会を築くコミュニティビジネス
　現在、コミュニティの概念は多様化し、テーマコミュニティの連携による新たなまちづくり
への期待も高まっている。このような重層的なコミュニティの展開は、多様化する現代人のラ
イフスタイルを的確に捉えたものであるとともに、こうした新たなコミュニティの連鎖によっ
て、個人や地域が元気になるコミュニティ主体のビジネスを生み出す原動力ともなっている。
　このような地域課題の解決や地域活性化のために、コミュニティの視点から地域密着型のビ
ジネスを起こす、「コミュニティビジネス」が注目されている。コミュニティビジネスとは、「社
会貢献と経済活動を両立させる新たなビジネスモデル」であり、その根底にあるものは、地域
を変革したいという「志」の存在である。コミュニティビジネスの基本的な視点は、個人と地
域が連携していくことによって、お互いが「いきいき」とした関係を結び、そこから個人も地
域も元気になる「Win・Win」の関係を構築していくことにある。
　現在、全国で様々なコミュニティビジネスモデルが構築されている。コミュニティビジネス
の本質は、こうした地域の課題に密着した地域サービスの事業化であり、初期段階では、小規
模で自己実現型の取り組みも多くみられたが、現在では、環境、福祉、医療、教育、農業、観
光など、様々な事業領域に展開してきている。

■観光振興・地域交流分野のコミュニティビジネス
　地域資源を活用した観光振興や地域交流拠点の形成は、コミュニティビジネスの主要なビジ
ネスモデルといえる。そこでは、歴史資源や伝統行事などの保存や再生を基本とした様々な観
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光交流ビジネスメニューが構築されており、歴史的な蔵を活用した都市観光、交流事業を展開
している「醸室」（宮城県大崎市）などはその先端的な事例である。

＜みちのく古川食の蔵・醸室と㈱まちづくり古川＞
　宮城県大崎市の「醸室」は、地域の商店経営者と行政の
連携による地域の元気づくり事業として注目されている。
大崎市では、中心市街地活性化を推進する「地域経営組織

（TMO：Town Management Organization）」として、㈱まち
づくり古川が設立されている。この組織では、行政と商工
会議所が協力して、まちの活性化のための戦略立案を行っ
ている。具体的なテーマとしては、商業などの活性化事業、
基盤整備事業、新産業創造事業を掲げ、まちづくりのため
のソフト化戦略、商店街の再整備、新業種、新業態の支援
などを行っている（図 1）。
　大崎市では、こうした組織が設立される以前から、古川
地区の重要な地域資源である「蔵」を中心としたまちづく
りが行われてきた。これは、古川の歴史を伝える蔵づくり
の建造物（橋平酒蔵店）を駄菓子屋やギャラリー、貸しホールとして活用し、「みちのく古川
食の蔵・醸室」として再生したもので、古川の新たな名所となっている。
　また、㈱まちづくり古川では、醸室のにぎわいを中心市街地に導くため、近接する空き店舗
を活用した、「釜ちゃんブランドショップ事業」を展開している。このショップでは、地域の
名産品やオリジナル商品を「釜ちゃんブランド」として認定し、販売を行っている。主な商品
としては、米どころである大崎市を反映させた商品として米粉を原材料とした「釜ちゃんおや
き」や「釜ちゃん饅頭」などの商品開発や、市場調査を行っている。
　大崎市では、こうしたコミュニティビジネスへの支援措置をさらに強化していく方向にあり、
今後も地域主体の観光交流型のまちづくりや商品開発の取り組みが本格化していくであろう。

■コミュニティビジネスによる持続可能な地域創造
　コミュニティビジネスは、持続可能な社会の実現に向けて、様々な分野で実践されてきてい
る。まちづくり分野においては、コミュニティビジネスは、これまで行政が担ってきた公共サー
ビスを市民主体で担っていく「新たな公共」の担い手として大きな期待を集めている。これか
らのまちづくりは、こうした地域の様々な構成要素（ステークホルダー）の協働によって自律
的な発展を遂げていくことが求められており、「協働（ともにはたらき）」、「協創（ともにつくり）」、

「協栄（ともにさかえる）」といった持続的な仕組みを再構築していくべき時代にきている。
　英国のコミュニティ活動を代表する環境保全団体やまちづくり組織には、こうしたコミュニ
ティビジネスの原点をみることができる。「シビック・トラスト（Civic Trust）」や「グラウ
ンドワーク・トラスト（Groundwork Trust）」、「ディベロップメント・トラスト (Development 
Trust)」は、一定の財産を公共的に活用するために、「トラスト（公益信託）」という方式をとっ
て運営されており、その原点は、「市民のプライド（Civic Pride）」や「プライド・オブ・プ



- 72 - - 73 -

財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

レイス（Pride of Place）」といった「地域への愛着や誇り」にある。全国の様々な地域で展
開する環境保全活動の担い手は、地域に根付いた多くのボランティアであり、これらの運動の
根底には、「自然への奉仕の精神（スチュワードシップ：Stewardships）」や「地域への愛着や
誇り（Pride of Places、Pride of  Community）」がある。
　こうした英国におけるコミュニティ組織の発展は、地域の自律性を高めるコミュニティの機
能や役割を再認識させるとともに、持続可能な地域創造に向けた戦略的なコミュニティ経営の
重要性を示唆するものとなった。
これからのまちづくりの目標像とは、こうした、市民、企業、行政、大学などの多様な参加に
よる「新たな地域社会」の実現であり、そのためには、それぞれの立場からの変革が求められ
ているのである（図 2）。このような新たなまちづくりの潮流は、「コモンズの再構築」という
新たな地域社会の変革を促している。コミュニティビジネスとは、このような「共（Commons:
コモンズ）」が果たしてきた社会的な役割を市民事業組織やコミュニティ組織が担うことによ
り再構築していくものである。

　以上のように、持続可能な社会を創造していくためには、地域資源の持続的な経営の視点が
重要であり、そのためには、これまでの「公（Public）」と「私（Private）」の関係から、「共

（Commons）」を基本とした「協同的な社会」を実現することが重要になってくる。コミュニティ
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ビジネスは、地域を自らの手で元気にしたいという「志」を出発点とした地域のためのビジネ
スであり、適正な利益を求めながら、社会貢献と経済発展を両立させる人間性を尊重した事業
である。
　今後、持続可能な社会の構築に向けて、地域の多様な参加による協働型のまちづくりが現実
のものとなっていく時、「コミュニティビジネス」という新たなビジネスモデルは、地域の多
元的な価値を引き出し、地域の豊かさを次世代に継承していくための重要な核となるであろう。

◆参考文献
1) 東秀紀、風見正三、橘裕子、村上暁信 (2001)『「明日の田園都市」への誘い：ハワードの
　 構想に発したその歴史と未来』彰国社
2) 宇沢弘文 (2000)『社会的共通資本』岩波新書
3) タイセイ総合研究所 + 細内信孝 (2002)『テーマコミュニティの森：ヒューマンサイズの
　 新しい都市』ぎょうせい
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佐伯喜の会

入選作

大分県佐伯市

加 嶋　良 雄

 ＪＡに２８年程勤務し、6 年前に事業の関係で隣県の宮崎県延岡市の谷平興二氏（㈱日中商
事会長、喜の会創設者、二十人会会長）に出会う。「神輿担がんね！」の一言がきっかけで延
岡市の様々な祭りに積極的に参加し、地域振興はどうしているのか、祭りと言うものが地域
振興や人づくりにどう関係するのか、全て自らが参加し体験し、ふるさと佐伯市の振興を考
えるようになる。まちおこし、地域振興なんて考えたことも無い普通の男が一歩行動できた。
そして今年 3 月に祭りを通して人づくりを行い、地域振興を目指す「佐伯喜の会」を立ち上げる。
地域文化・伝統の継承、復活を中心にこれから様々な活動を展開していき、交流人口を拡大
させる。この黒子隊が「佐伯喜の会」である

道路閉鎖して神輿が練歩いた祭り「神武の火祭り」の開催

市民が感動したフィナーレ松明隊２００名動員
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「新しいまちづくりへの挑戦　佐伯藩ルネッサンス」
これからの地域振興と交流人口の拡大は、

「祭りをとおして広がる　人づくりと熱き人のネットワーク」　これです !　
　地域振興に取り組み交流人口を拡大するには、まずは「自らが楽しく参加でき楽しめる祭り」
を通じて人づくりを行い、自己の向上を行い、熱き人とのネットワークをつくる事がまず必要
だと考えています。今私は、沢山の市民の皆様一人一人に声を掛け祭りに参加して頂き、祭り
をとおして地域文化・伝統の継承と復活を行い、地域振興に取り組んでいます。そしてそれは
県境も越えた参加を呼びかけ、人のネットワークを着実に育て広げています。

ふるさとの人づくりと地域文化・伝統の継承と復活
　我がふるさと佐伯市の津々浦々には、各地に地域特有の文化・伝統・祭り・風習があります。
永年地域の人々が守り継承して今日までに至っております。しかしながら過疎化は進み、これ
らの継承が出来なくなっております。それぞれの地域には、そこに住む人々が数百年、いや数
千年受け継いできた伝統があります。それを父が、祖父がそしてその先のご先祖が守り育てて
きました。これをこの私たちの世代で絶やすことはあってはなりません。
今こそ私たちは、ふるさとを愛し、この地域に眠っている文化・伝統を誇りに思い、私たち自
らの手で守り育て、中には掘り起し、地域の復活に取り組んでいかねばと考えます。そしてこ
の社会状況の変化に対応できない今、年齢、性別、地域、職域の壁を無くし、まずは出会うこ
とから始まり故郷の思いをぶつけ活動していきます。

若衆、親方衆の存在　～世代を超えたお付き合い～
　祭りでは年齢を超えた交流が可能です。高齢者の先駆者達である親方衆は若者である後輩（若
衆）を可愛がり、知恵と技術、渡世の学を伝授する。若き者達である若衆は親方衆に尊敬の念
を持ち指導を頂く、この縦の関係が今地域に無くなっています。この関係を確立し年齢に関係
なく共に地域振興に取り組みたいと思います。それが地域のふれあいの場でもあり、活力ある
地域を創り出します。年齢、性別、地域、そして職域の壁を全て越えた人の交流がこれからの
地域には必要と思います。

地域振興の中心には祭りが存在します。
　なぜ祭りなのか。なぜイベントじゃなくて祭りなのか。
今元気の良い町には、かならずその地域特有の祭りがあります。地域の文化、歴史を重んじて
きた祭りがあります。わがまちはその祭りが衰退していますし、一つ上げろうとしても何もあ
りません。これまで、祭りといえば、芸能人を呼び、カラオケ大会や、ダンスショーが主流で
す。確かに人は集まります、しかしそこに何が残るでしょうか、それはそれで必要ですが、い
つでもどこでも「金太郎飴」的な状況です。準備も役所の方々が企画し準備する、会場設営も
業者任せで予算でまかなう。楽しさはあっても心のそこからの感動はありません。役所や関係
者も来場者数が多ければ盛況だった、駐車場が満車で良い祭りだったと評価しています。主役
は何なのでしょうね！出店の売上げが多ければよかったような意見も聞きます。　市民は果た
して喜んでいるでしょうか・・・打ち上げ花火と同じです。
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イベントやってはいけないんです！「祭り」をやるんです！日本人のＤＮＡに受け継がれた祭
り、伝統を重んじ、歴史と物語のある祭りをやることに意味があります。

神輿は担ぐもの！
　祭りが近づきお囃子の練習が始まるとワクワクした頃。おじいちゃんは祭りの飾り付けをし、
おばあちゃんはお祭りのご馳走を作る。祭りの日は、朝から出店にかじりつき、辺りをかけま
わった頃・・・そこには自然と地域特有の空気、匂い、空間があった。
佐伯市津々浦々の各地域には沢山の神輿が存在します。しかしながらこの神輿の殆どが担がれ
ること無く眠っております。神輿は地域の象徴であり、揺することにより神を奮い立たせ、ま
ちの活性化を願うものである。人々の前で担ぐことによって家内安全、無病息災、豊作豊漁を
皆で願うもの。そこには沢山の人々の願い思いが結集する。　
収めたままでは神輿じゃありません。今だからこそ担ぎ威勢良く練歩くことを人々は願ってる。
しかし、近年の社会状況の変化によって、その神輿文化の継承も出来なくなってしまいました。
それにより地域特有のお祭りは姿を消し、人々の繋がりさえも無くなってきました。
他にも太鼓やお囃子、神楽など眠っているものが沢山あると思われます。
特に今、若者や子ども達は地域の文化、伝統に触れ機会が一切なくなっています。
ふるさとに何があるのか知らないんです。どうにかして私たちは、神輿の復活を中心に、各地
域の伝統文化を継承し、復活に取り組み地域振興に取り組みたいと思います。若い力は確実に
今、眠っております。
地域に目を向け地域の人々が主役！ これは人々の意識改革であり、きっかけ作りでもありま
す。主役は全市民！参加者全員「楽しめる祭り」を行います！毎日毎日、景気悪いと下を向い
てる皆さんに元気と活力を与えたい！子ども達の笑顔を見たいと思います。

非常識を常識に！不可能を可能にしてしまう人たち
　昨年わがまち佐伯市で行われた、「東九州自動車道佐伯インターチェンジ開通イベント・神
武の火祭り」は、佐伯市の神話である「神武天皇」の神話を元に「炎」と「神輿」を祭りのメ
インに位置づけ、しかも祭りのサブタイトルはその道の先にある延岡市への親睦の意味を含め

「道は延岡へ！神話の里へ！」として開催した。わがまちで、神輿が大通りを閉鎖して街中を
寝ることは前代未聞！延岡で経験ある私が先頭に立って、どうにかしてこのまちで神輿練り歩
きを開催したい！そう思い、各地区に毎晩出向き説明会を開催した。準備期間は１ヶ月しかな
かった。無理を承知で話し合いを開催。でもなかなか理解はしてもらえず、叱られたり「無理
なこと言うな！」と言われたり中には「非常識だ」と叱られもしました。1 時間頭を下げっぱ
なしの事もありました。そのことを翌日聞いたお隣延岡市のまちづくりリーダー谷平興二氏が

「いつも延岡の祭りに参加してくれてる佐伯の加嶋君がまちおこしに頑張っている！苦労して
困っているから皆で応援に行くぞ！交流するぞ！」と延岡市内の各企業、団体に声を掛け一夜
にして 500 名ほどの市民を集めた。これには流石に驚いた！
やっぱり祭りでつながった人の繫がりは凄い！ふるさとを想う気持ちは同じなんです。
　数年間延岡の祭りに参加し、共に楽しみ汗と力を出し合った仲間だからこそ、人を動かす苦
労を知ってる仲間だからこそ出来たと思う。正に神業である。感謝で涙が出ました。
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当日、大型バス十数台で駆けつけた皆さんは何と三百巻神輿という延岡で神聖で大事にされて
いる神輿と共にやってきたのである。この神輿が延岡を出ることは考えられないし、非常識な
ことだったのかもしれない。しかし、この参加する姿に宮崎県東国原知事、延岡市長も当日感
動し喜んで頂きました、もっと驚いたのはこれを見た佐伯市民。しかも神輿の担ぎ手の威勢よ
さと担ぐ姿の美しさには声を失ったのである。これこそ「ご近所のソコヂカラ」です
雨の中ではあったが数千名の参加者と佐伯市民はこれに酔いしれ、自らの意識とエネルギーを
爆発させた。「これだ！これこそが今わが町には必要だ」「またやりたい！そう皆さんがおっしゃ
いました。中には「涙が出た、生きて来てこんなに感動した祭りはないよ、ありがとう」とおっ
しゃった高齢者の方もいました。地域も年齢も性別もそして職域も関係なく、共に楽しみ力を
あわせる。これなら全市民が誰でも共に参加でき力を合わせる事が出来る。バラバラな町を一
つに出来る！そう思った瞬間です。祭りは凄い！沢山の感動とエネルギーを持っている。
最後に、祭りの時に私が説明に上がって叱られ、激怒された地域の方々が集うテントの前で、
全員が総立ちし、私に「よくやった！」と拍手して頂いたことは生涯忘れることは出来ない。

県境をぶっ壊せ！
　わが町は大分県の最南端にあり、造船と水産が有名です。これといった際立った観光はあり
ません。今は高速道路が昨年 6 月に繋がり観光客も増加しています。しかしこれは今だけの事。
これが延伸して宮崎県に繋がった時、果たしてどうなるか今の状況では不安です。
普通のまちなら中心から東西南北 360 度の生活圏、経済圏の意識があると思います。
しかし、南に大きな山を堺にし、県境という見えない壁がある県南の我が町は半分しかないん
です。市民の皆さんの意識も半分の北向きです。同じ事がこの延岡市でも言えます。
祭りで繋がった「延岡喜の会」・「佐伯喜の会」、両市の観光課・観光協会を中心に「県境をぶっ
壊せ！」新しい佐伯・延岡の交流圏をつくろう！と取り組みを始めました。今こそ先ほど述べ
た「ご近所のソコヂカラ」の発揮です！
　現在大分県は、外からの観光は、大分空港や福岡方面からのルートがメインです。
しかしこれからは県境を超えたお互いのまちの良さ、特徴を活かし魅力ある交流圏を確立する
事が必要だと思います。大分県には温泉、魚が魅力です。宮崎県は文化、神話、自然が魅力で
す。この両方の魅力を繋ぎ、新しい観光ルートの開発を行い、交流人口、観光客の拡大を図り
ます。熊本空港や鹿児島方面からの観光客をラインに繋げる事がこれから必要だと思います。
今私が思うのは、神武の東征ルートを観光に結び付ける「東九州・ときめき観光コレクション
Ｊ」の実施です。今、大分県南と宮崎県北は不況地帯と言われております。
東九州自動車道は佐伯まで開通しました、ＥＴＣ割引の恩恵により今、佐伯市への観光客は増
加しています。しかし、これは今だけのものであると危機感を持っております。
これが佐伯から宮崎まで開通したときに、皆さん佐伯市に訪れるでしょうか。
なにか他に無い特徴あるまちづくりをしないと「ただの通過点」にしかなりません。大分県は
現在、大分空港や湯布院等からの北からの観光客を主にターゲットにしています
しかしこれからは、熊本空港、高千穂からの東、南からの観光客がポイントになります。
地域の人づくり、それが活性化となり人のネットワークが生まれる、そこに情報交換がスムー
ズになり同じベクトルを向く。
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「地域振興、交流人口を拡大する」というとお金を使い、大それた事をやるイメージですが、
まずは、ふるさとを愛する市民とともに誰もが楽しめる祭りを中心に、人づくり、自己の向上
をはかり、それで繋がった人の輪を広げおもてなしの心で集うことだと思います。

楽しい笑顔に人は集まります、元気になります！
「深き山々、豊かな海　ふるさと佐伯をこよなく愛する同志達へ」やるぞ！ふるさと振興
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故佐野元生会長を偲ぶ

財団法人日本余暇文化振興会
名誉会長　三 角　哲 生

　財団法人日本余暇文化振興会の創設から今日に至る３５年間、常にその陣頭にあって

財団運営と事業活動の指揮を執ってこられた佐野元生（さのもとなり）先生が、去る平

成２1 年９月１７日に急逝されたことは、痛恨の極みであります。ここに先生の生前の

足跡を辿り、そのご功績をしっかりと胸に刻みたいと思います。

　佐野先生は、大正９年１月１日、鹿児島県に生まれ、昭和１５年９月に陸軍士官学校

を卒業後、戦時中は幹部の要職を歴任、我が国の安寧と繁栄のために献身されました。

　戦後は、終戦時の内閣書記官長であった参議院議員迫水久常先生の右腕として活躍さ

れ、主として各種教育団体・機関等の指導に当たるとともに、昭和３７年以来、全国専

修学校各種学校総連合会及び関係教育団体の常任参与、顧問として２７年間の長きにわ

たって、学校教育法の改正や教育活動の振興に多大な寄与をされました。（１）なかでも、

昭和３８年、各種学校の廃止が叫ばれる中で、先生は、制度存続の必要性を訴え、これ

を保全して、後日の専修学校制度の創設につなげることに貢献された意義は極めて大き

いと云えます。昭和５１年に創設された専修学校制度は、新しい時代の社会的要請に応

え得る生涯学習体系下の〝第三の高等教育機関〟となりましたが、これは、先生が新制

度の創設に指導的な役割を果たされた結果と申して過言ではなく、その功績は教育史に

名を留めるものであります。

　その後、昭和４５年の大阪万博を契機に顕著に現れた、日本の急速な経済成長に伴う

経済的豊かさと国民生活の余暇時間の増大にいち早く着目し、その有効活用を推進する

ためには生涯学習の観点に立った学習活動を実践し、余暇の過ごし方に対する好ましい

習慣の確立に努め、豊かな人間性と健全な社会の形成を図ることが急務であるとの認識

から、余暇を利用した学習活動の開発のための調査研究や情報の提供、余暇学習事業の

実施、研究会、講習会の開催等を目的とする法人構想を立案し、その設立発起人として

中心的な役割を果たされました。（２） 昭和４８年１２月に、財団法人日本余暇文化振興

会として文部省の許可を受け、同時に、専務理事に就任、理事長を経て、平成２１年６

月に会長に就任されました。財団設立から今日に至る３５年有余の長きに亘り、その卓

越した見識と先見性、積極的な実行力、旺盛な責任感をもって、率先して法人の事業活

動を実践し、余暇学習事業の推進に多大な貢献をされました。

　今日、わが国において広く普及している「生涯学習」「生涯教育」という理念は、昭

和４０年（１９６５年）にパリで開催されたユネスコの会議で、当時ユネスコの継続教

育部長であったポール・ラングラン氏によって提唱され、広く世界各国に普及しました

が、昭和５１年１０月、佐野先生はポール・ラングラン氏を初めてわが国に招き、京都

大学等の大学教育機関及び大阪府、兵庫県等の地方自治体教育委員会等において、生涯
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35th

教育シンポジウム、講演会等を開催し、我が国の生涯教育の普及啓発に先駆的な役割を

果たされました。（３）

　また、余暇学習事業の国内・国際交流に関しても、昭和５１年度のベルギーにおける

世界余暇会議や昭和６１年度のアルゼンチンにおける世界成人会議に日本代表として参

加された他、我が国における「全国生涯学習フェスティバル（まなびピア）」への事業

参加をはじめとして、オーストラリアや英国における国際レジャー博覧会等世界各国に

おいて開催された博覧会や日本文化年行事において「日本余暇文化展」を開催するなど、

多様な事業展開で余暇文化事業の交流促進に大きく寄与されました。

　また、近年、我が国においても漸く市民社会の成熟化がすすむ社会環境の中にあって、

豊かな人間的交流を培う生活文化の構築と新しいライフスタイルの創造の推進役として

のボールルームダンスの意義に着目し、平成４年の財団法人日本ボールルームダンス連

盟の設立に主導的な役割を果たされるとともに、同連盟の理事として、ボールルームダ

ンスの普及啓発に先導的な役割を果たされました。平成１３年９月の「２１世紀におけ

るボールルームダンス文化の構築と振興のあり方について」と題する「２１世紀のダン

スを考える会」の答申は、現代社会における衰弱した人間的絆の再生と活性化への役割

が期待される、市民生活におけるボールルームダンスの文化的意義とその事業を担う公

益法人の使命を明らかにするとともに、２１世紀におけるボールルームダンスのビジョ

ンを提示した格調高い労作ですが、その策定を指導された功績は極めて大きいものがあ

ります。

　このように、その業績を振り返りますと、その功績は社会教育 ･ 生涯学習の幅広く多

岐の分野に亘っております。また、そのすぐれた見識とクリエイティブな発想には他に

比類を見ない顕著なものがあり、８９歳という年齢で、文字通り生涯現役を率先垂範し

て実践してこられた姿には、心から敬服するとともに感動を覚えます。また、記念誌に

収録された内容は、財団の事業活動と歴史の全容を示すものであり、それは期せずして

佐野先生の足跡と重なるものであり、私たちに残された貴重な遺産となっています。

　本年、創立３５周年を迎える財団法人日本余暇文化振興会の将来の進路に思いを致

しますと、少子高齢化や環境問題など地球的規模で社会環境が大きく変化する中にあっ

て、新しい日本の未来を切り拓くための余暇政策の理念の提言や生涯学習のあり方につ

いての指針の解明など改めて挑戦すべき課題が山積しており、先生のご指導に期待する

ところまことに大でありますが、再びそのお声やお考えを聞くことが出来なくなったこ

とはまことに残念というほかありません。

　ここに深く佐野先生のご逝去を悼み、生前のご功績に対し、限りない尊敬と感謝の念

を捧げるとともに、この「３５周年記念誌」に込められている先生の思いは、必ずや次

の世代による継承と創造的発展を通じて未来に生かされ、心豊かな生涯学習社会の構築

に貢献し続けるに違いないと確信するものであります。（４）
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追記

（１）富山県宇奈月で全国各種学校連合会の大会が行われたとき、連合会の参与として、 

　　 また、連合会々長の迫水議員の秘書として随行出席していた佐野さんと文部省の

　　 課長として出席していた私は、帰路一緒に飛騨街道を南下し、合掌造りの民家を

　　 見物し、高山市の観光をした。忘れ得ない記憶となった。

（２）佐野さんが大阪万博に誘って下さった。私はお陰様で、昭和の歴史に残る行事の

　　 実際を経験することが出来た。

（３）ポール・ラングランの著書を貸して下さった。何回も読み返したと察することの

　　 できるほど鉛筆で線が引かれていた。平素は行動する姿ばかり見ていたが、佐野

　　 さんが非常に熱心な勉強家であることを知った。

（４）佐野さんは、家庭菜園で野菜作りをしたり、スケッチの会を主宰して絵を描いたり、

　　 豊かな余暇文化活動を自ら実践なさった。
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35th財団法人日本余暇文化振興会のあゆみ

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９７３（昭和４８）年】

【１９７４（昭和４９）年】

[ 事 業 管 理 部 ]
[ 余 暇 文 化 広 報 部 ]
[ 余 暇 情 報 指 導 部 ]
[ 余暇サロン指導部 ]
[ 余 暇 学 習 啓 発 部 ]
[ 余 暇 施 設 需 品 部 ]

[ 余暇文化創造運動の展開 ]
[ 余 暇 文 化 広 報 ]
[ 余 暇 情 報 資 料 部 ]
[ 余暇サロン指導部 ]
[ 余 暇 学 習 啓 発 部 ]
[ 余 暇 内 外 交 流 部 ]

○「生涯教育と生涯学習」
○「第１回 余暇学習研究会用テキスト」

○「余暇活動指導の実態調査」

設立発起人（議長）  
設 立 発 起 人

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
今　日出海／中屋 健弌／小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤　正／佐野 元生／
西尾　出／福原　匡彦／岡田　輝彦／植木　幹夫

茅　誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／
明石 孝／大沼  淳
岡田 輝彦／植木　幹夫
日高　幸男／山崎　春之／大森 　厚／安達　建之助／長谷川　和夫／佐橋　慶

財団の設立及び会員の募集
記念講演会実施／記念懸賞論文募集／会誌「余暇サロン」発行
諸会議の開催
モデル余暇サロンの実験的設置と育成／モデル余暇サロン設置者研究会の開催
余暇学習研究会の開催
余暇学習教材の開発

余暇文化行事推進提案／全国国民会議への参加
記念懸賞論文集の刊行／会誌「余暇文化」の発行
諸会議の開催／余暇活動団体実態調査
モデル余暇サロンの設置／モデル余暇サロン設置者研究会開催
余暇学習研修会の開催／シンポジウム開催
論文入選者の海外派遣

：
：

：
：
：
：

：

：
：
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９７５（昭和５０）年】

【１９７６（昭和５１）年】

[ 余暇文化創造運動の展開 ]
[ 余 暇 文 化 広 報 ]
[ 余 暇 情 報 資 料 部 ]
[ 余暇サロン指導部 ]
[ 余 暇 学 習 啓 発 部 ]
[ 余 暇 内 外 交 流 部 ]
[ 余 暇 開 発 研 究 部 ]

[ 余暇文化事務管理部 ]
[ 余 暇 文 化 広 報 ]
[ 余 暇 情 報 資 料 部 ]
[ 余暇サロン指導部 ]
[ 余 暇 学 習 啓 発 部 ]

[ 余 暇 内 外 交 流 部 ]

[ 余 暇 開 発 研 究 部 ]

○「地域における“子供の遊び”の実態調査」
○「余暇に関する手記・論文（入選作品特集）」
○「子供の遊び」シンポジウム資料
○「余暇文化活動のモデル開発」

○「余暇行政の今日的あり方」
○「余暇文化活動のモデル開発」（日本船舶振興会補助事業）
○「放送利用による地方文化振興活動報告」
　 （放送文化基金助成）
○「余暇活動指導に関する調査研究」（文部省補助事業）
○「余暇における遊びと学び（懸賞論文入選作品集）」
　 （文部省補助事業）
○「自然活動における指導者のあり方について」

○「余暇文化活動に関する調査研究」（日本船舶振興会補助事業）    
○「地域における子供の遊びの実態調査」
○「健康産業」
○「コミュニティ余暇活動に関する調査研究」

○「遊び」と「学び」の構図（余暇学研究第１号）
○「既存余暇施設の有効利用に関するシステム開発」
　 （日本船舶振興会補助事業）
○「世界余暇憲章会議報告書」
○ 機関紙「余暇行政」第１号（全国余暇行政協議会委託）
○ 機関紙「余暇行政」第２号（全国余暇行政協議会委託）
○ 会報「余暇文化」

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／
明石 孝／大沼  淳／大竹　猛雄
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／安達 健之助／長谷川 和夫／佐橋 慶／
千葉 久三

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／
明石 孝／大沼  淳／大竹　猛雄
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／安達 健之助／長谷川 和夫／佐橋 慶／
千葉 久三

多数行事への参加
記念懸賞論文の募集／会誌「余暇文化」の発行
余暇活動団体実態調査／余暇活動事例実態調査
モデル余暇サロンの研究
自然活動指導員の育成／シンポジウム開催
グアム「地球人学校」開催
研究報告書発行

事務所の移転と整備
記念懸賞論文の募集／会誌「余暇文化」の発行
生涯教育情報の提供／余暇問題研究会へ参加
モデル余暇サロンの研究
生涯教育講演会開催／余暇活動指導者の育成／「ひまわり子供村」運営／

「子供の遊びフェア」／「世界子供大会」開催
グアム「地球人学校」開催／「カルチュラルホームステイ学習」実施／

「第２回世界余暇憲章会議」にて基調演説
自主研究事業／協同研究事業／受託研究事業／補助研究事業

：
：
：
：

：
：
：
：

：

：
：

：

：
：
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35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９７７（昭和５２）年】

【１９７８（昭和５３）年】

［余暇文化事務管理部］
［ 公 益 事 業 部 ］

［ 収 益 事 業 部 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「生涯教育設計の現状」（文部省補助事業）
○「余暇指導者・団体等実態調査」（文部省補助事業）
○「子供の遊び博物館構想に関する調査研究」
 　（文部省補助事業）
○「芸術文化に関する意識調査」（文化庁補助事業）
○「既存余暇施設の有効利用に関するモデル開発」
　 （日本船舶振興会補助事業）
○「Summary report on Activities for Promoting Local Culture in Fiscal」
○「余暇行政の課題と現状（研究会・研修会資料）」

○「我国の余暇問題研究の現状」（文部省補助事業）
○「子供の知的・創造的遊び拠点に関する調査研究
 　（子供の遊び博物館構想Ｎｏ．２）」（文部省補助事業）
○「祭りと郷土文化の創造」（文部省補助事業）
○「参加型芸術文化活動に関する実態調査」（文化庁補助事業）
○「参加型芸術文化活動に関する地域事例研究」
　 （日本船舶振興会補助事業）
○「先進工業社会における労働時間と余暇
 　（余暇文化研究Ｎｏ．２）」

○「参加型余暇文化活動に関する調査研究」
　 （日本船舶振興会補助事業）
○「自然活動指導者規定」
○「グアム地球人学校企画運営ハンドブック」
○「カルチュラルホームステイ企画書」
○機関紙「余暇行政」第３号
○機関紙「余暇行政」第４号
○会報 「余暇文化」

○「青少年の国際交流に関する基礎調査」（総理府受託事業）
○「地方行政白書」（全国余暇行政研究協議会受託事業）
○「芸術文化活動における放送利用の役割・機能に関する調査」
　 （放送文化基金助成事業）
○「国際余暇研究（ポストマスレジャーを考える）報告書」
　 （日本万国博覧会記念基金助成事業）
○「２１世紀における生涯教育の展望と課題」（文部省補助事業）
○会報「余暇文化」

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／
大沼  淳／大竹　猛雄
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／安達 健之助／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／
大沼  淳／大竹　猛雄／森　典男
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／安達 健之助／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三

研究員の増員
研究活動：参加型余暇文化活動に関する研究開発／生涯教育の具体的推進に関する研究開発／余暇
行政の施策展開に関する研究開発／学習啓発に関する事業／会誌「余暇文化」の発行
海外提携事業／国内提携事業／自主事業

文部省補助事業／文化庁補助事業／日本船舶振興会補助事業／日本万国博記念協会補助事業／総理
府受託事業／総合研究開発機構受託事業／全国余暇行政研究協議会受託事業
会報「余暇文化」発行／情報バンク機能整備／生涯教育海外視察／生涯教育研究会開催／文化活動
学習事業（「カルチュラルホームステイ」・アートスクール指導者育成）／自然活動学習事業（自然
活動指導者育成・「子供村」・「ふれあいの学校」・「グアム地球人学校」開催）

：
：
：
：

：
：
：
：

：

：
：

：

：
：
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９７９（昭和５４）年】

【１９８０（昭和５５）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「地方文化施設の運営状況に関する調査」（文化庁補助事業）
○「子供の遊びとテレビの視聴に関する調査研究」
　 （文部省補助事業）
○「地方自治体の生涯教育行政」（文部省補助事業）
○「地方文化施設の利用状況に関する調査研究」
　 （文化庁補助事業）
○「我が国の野外活動施設に関するモデル開発」
　 （日本船舶振興会補助事業）

○ 「青少年向け　生の芸術鑑賞の機会提供に関する実態調査」
　 （文化庁補助事業）
○「生涯教育の実践事例に関する調査研究」（文部省補助事業）
○「欧米のキャンプ場施設の事例の調査研究」（文部省補助事業）
○「学校外教育（自然活動学習）における指導者育成基準
　　作成調査」（日本船舶振興会補助事業）
○「高校生の芸術に対する意識・実態調査」（文化庁補助事業）
○「余暇関連用語ハンドブック」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）

○「我が国における青少年の基本施策と制度に関する調査」
　 （総理府受託事業）
○「大学開放講座及びスクールビジネスの発展可能性と
　　限界に関する調査研究」（総合研究開発機構受託事業）
○「地域社会における生活文化の創造」（文部省補助事業）
○「学校外教育活動の実践事例の調査研究
　　－小学校における学校外教育活動の実態調査報告－」
　  （日本船舶振興会補助事業）
○ 会報「余暇文化」

○「我が国におけるアスレチックヘルスクラブの実態調査」
○「帰国子女の文化適応におけるマスコミメディアの機能
　　に関する調査」（放送文化基金助成事業）
○「先進社会における余暇問題研究の現状」（文部省補助事業）
○「学校外教育活動の実践事例の調査研究
　　－中学校における学校外教育活動の実態調査報告書－」
　 （日本船舶振興会補助事業）
○ 会報「余暇文化」

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／
大沼  淳／大竹　猛雄
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／安達 建之助／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／
大沼  淳／大竹　猛雄
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／安達 建之助／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三

文部省補助事業／文化庁補助事業／日本船舶振興会補助事業／放送文化基金助成事業／全国余暇行
政研究協議会受託事業／岩手県胆沢町教育委員会受託事業
会報「余暇文化」発行／パンフレット発行／「世界余暇研究会議」参加／生涯教育研究会開催／文
化活動学習事業（「カルチュラルホームステイ」・「旅の生涯大学」・「女性文化交流の旅」）／自然活
動学習事業（自然活動指導者育成認定・「子供村」・「夏休み健康村」・「那須甲子グリーンキャンプ」・

「グアム地球人学校」・「アラスカ未来スクール」・「サイパン自然スクール」）

文部省補助事業／文化庁補助事業／日本船舶振興会補助事業／放送文化基金助成事業／新潟県六日町
受託事業
会報「余暇文化」発行／英文パンフレット発行／文化活動学習事業（「カルチュラルホームステイ」・

「旅の生涯教育」・「ハワイ親と子の海外教室」）／講師派遣事業／自然活動学習事業（自然活動指導者
育成認定・「子供村」・「グアム地球人学校」・「アラスカ未来スクール」・「サイパン自然スクール」）

：
：
：
：

：
：
：
：

：

：
：

：

：
：
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財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９８１（昭和５６）年】

【１９８２（昭和５７）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○ 「私の生活設計と創造活動の体験事例」（文部省補助事業）
○「学校外教育（自然活動学習）における指導者育成に
　　関する研究協議と実践活動」（日本船舶振興会補助事業）
○「芸術文化団体の運営に関する実態調査」（文化庁補助事業）

○「私の生涯学習（第８回懸賞論文）」（文部省補助事業）
○「学校外教育活動の実践事例の調査研究－高等学校に
　　おける学校外教育活動の実態調査報告書－」
　  （日本船舶振興会補助事業）
○「地域における余暇活動指導者の実態に関する調査研究」
　 （文部省補助事業）
○「学校外教育活動（自然活動学習）における指導者育成に
　　関する研究協議と実践活動」（日本船舶振興会補助事業）

○「首都圏における舞台芸術鑑賞に関する実態調査」
　 （文部省補助事業）
○「学校外教育活動の地域における利用技術に関する
　　研究調査」（日本船舶振興会補助事業）
○「六日町観光産業振興方策に関する調査研究」（六日町委託）
○ 会報「余暇文化」

○「文化 ･ 市民会館、民間ホールの全国的実態調査」
　 （文化庁補助事業）
○「文化 ･ 市民会館、民間ホールに関する住民意識調査」
　 （文化庁補助事業）
○「文化振興活動の研究」（静岡県委託事業）
○「我が国の中高年問題研究の現状」

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／
大沼  淳／大竹　猛雄
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／安達 建之助／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三

小尾　乕雄／小川 長治郎／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／
大沼  淳／大竹　猛雄／森　典男／安達 建之助
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三

文部省補助事業／文化庁補助事業／日本船舶振興会補助事業／静岡県受託事業／㈱エメラルドグリー
ンクラブ受託事業／六日町シンポジウム事業開催／資料配布事業
会報「余暇文化」発行／文化活動学習事業（「第２回余暇文化創作展」開催・「日本－ハワイ　アート
クラフトフェスティバル」開催・「ハワイ 親と子の海外教室」・「ＣＨＰ事業」・「米国教師の研修事業
の受け入れ」・「旅の生きがい大学」）／講師派遣事業／自然活動学習事業（自然活動指導者育成講習会・

「子供村」－信ちゃん子供村、メイト子供村、ＰＴＡ子供村、健康子供村、関西子供村、グリーンキャ
ンプ・「グアム地球人学校」・「サイパン－神戸クルージング」・「太陽の子－サイパン自然スクール」）

文部省補助事業／日本船舶振興会補助事業／余暇行政問題協議会受託事業／新潟県六日町受託事業／
自主研究事業／資料配布事業／国際生涯教育研究会発足
会報「余暇文化」発行／文化活動学習事業（「第３回余暇文化創作展」開催・「第３回未来スクールイ
ンハワイ」・「第７回アメリカＣＨＰ事業」・「米国教師の研修事業の受け入れ」・「旅の生きがい大学」）
／講師派遣事業／自然活動学習事業（関東地区野外活動指導者養成講習会・関西地区自然活動指導者
講習会・「子供村」－那須甲子グリーンキャンプ、関東地区子供村、関西地区子供村、夏休み健康子供村、
ユース子供村・「サイパン海洋合宿教室」・「太陽の子－サイパン自然スクール」）

：
：
：
：

：
：
：
：

：

：
：

：

：
：
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９８３（昭和５８）年】

【１９８４（昭和５９）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］
［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「高等学校における学校開放状況についての調査研究」
　 （文部省補助事業）
○「民間企業における体育活動の育成事業に関する調査研究」
　 （日本船舶振興会補助事業）
○「海洋性レジャー活動に関する意識調査」
　 （日本船舶振興会補助事業）

○「高齢者の余暇学習に関する地方自治体の行政施策、
　　地域団体の事業事例と調査研究」（日本船舶振興会補助事業）
○「余暇学習に関する事例の体系化についての調査研究」
　 （文部省補助事業）

○「高齢化社会における余暇行政」
　（全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「六日町文化会館（仮称）建設調査研究」（六日町委託事業）

○「海洋性レジャー（モーターボート、水上スキー）事業
　　に関する調査研究」（日本船舶振興会補助事業）
○「多摩市複合文化施設の運営事業計画策定のための調査
　　報告」（多摩市委託事業）

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
今　日出海
中屋　健弌
佐野 元生

茅  誠司
中屋　健弌
佐野 元生

小尾　乕雄／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／大沼  淳／
大竹　猛雄／安達 建之助／田中 健児／福井　嘉良
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三／入江 雄三／
渡 邊 廣

小尾　乕雄／福井 嘉良／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／
大竹　猛雄　／安達 建之助／田中 健児／梶谷　敏行
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三／入江 雄三／
渡 邊 廣／大沼　淳／酒向　誠／久保田きぬ子／湯上　二郎

文部省補助事業／日本船舶振興会補助事業／自主研究事業／資料配布事業／会報発行事業
会報「余暇文化」発行／文化活動学習事業（「第３回未来スクールインハワイ」・「第８回アメリカＣ
ＨＰ事業」・「第２回ハワイゼミナール」・「生涯教育市民公開講座」・「米国教師の研修事業の受け入れ」・

「旅の生きがい大学」）／講師派遣事業／自然活動学習事業（関東地区自然活動指導者研修会・関西地
区自然活動指導者研修会・「子供村」－モデル子供村、関東地区子供村・関西地区子供村、健康子供村、
春季スキー教室、体験学習移動教室・「トンガ海洋スクール」・「太陽の子－サイパン自然スクール」・「グ
アム地球人学校」）

文部省補助事業／日本船舶振興会補助事業／余暇行政研究協議会受託事業／㈱劇場工学研究所受託事
業／文献資料配布事業／広報普及事業
会報「余暇文化」発行／文化活動学習事業（「第４回未来スクールインハワイ」・「第９回アメリカＣ
ＨＰ事業」・「第２回ハワイセミナー」・「ロンドン大学英語セミナー」・「第２回教養大学」・「第３回旅
の生きがい大学」）／講師派遣事業／自然活動学習事業（関東地区自然活動指導者養成講習会・関西
地区自然活動指導者養成講習会・「子供村」－グリーンキャンプ、自然スクール、太陽の子キャンプ、
花咲健康子ども村、自然教室子ども村、健康子供村、森の王国子供村、南紀自然スクール、自然活動・
国内体験学習移動教室・「グアム地球人学校」・「太陽の子－サイパン自然スクール」）

：
：
：
：

：
：
：

：

：
：

：

：
：
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財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９８５（昭和６０）年】

【１９８６（昭和６１）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「高齢者の余暇学習に関する学習プログラムの研究開発」
　 （日本船舶振興会補助事業）
○「海洋性レジャー振興のための指導者育成事業に関する
　　調査研究」（日本船舶振興会補助事業）

○「地域を拠点とする余暇活動調査」（日本船舶振興会補助事業）
○「地域を拠点とする余暇活動の実践事例」
　 （日本船舶振興会補助事業）

○「余暇学習の実践事例に関する調査研究」（文部省補助事業）
○「地域におけるイベントの実態調査」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）

○「余暇活動の活性化に関する調査研究」（文部省補助事業）
○「我が国におけるリゾート開発の実態」
　 （近畿日本ツーリスト㈱委託事業）

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事  

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
中屋　健弌
佐野 元生
梶谷　敏行

茅  誠司
中屋　健弌
佐野 元生
梶谷　敏行

小尾　乕雄／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／田中 健児／
大竹　猛雄／福井 嘉良／安達 建之助
岡田 輝彦／前田　勇
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三／入江 雄三／
渡 邊 廣／大沼 淳／酒向 誠／湯上 二郎／秋田　實

小尾　乕雄／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／福原　匡彦／明石 孝／田中 健児／
大竹　猛雄／安達 建之助／玉中　秀明／柳川　覚治
岡田 輝彦／前田　勇／福井 嘉良
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三／入江 雄三／
渡 邊 廣／大沼 淳／秋田　實／酒向 誠／湯上 二郎／作古　貞義／長谷川　純三／
浜野　安宏／村上　恒雄／諸岡　和房

文部省補助事業／日本船舶振興会補助事業／マツダ財団助成事業／近畿日本ツーリスト㈱受託事業／
自主事業／文献資料配布事業／広報普及事業／講師派遣事業
会報「余暇文化」発行／文化活動学習事業（「第５回未来スクールインハワイ」・「第１０回アメリカ
ＣＨＰ事業」・「第３回ハワイセミナー」・「第２回ロンドン大学英語セミナー」・「第１回アジアセミ
ナー」・「第１回豪州セミナー」・「第２回教養大学」・「第４回旅の生きがい大学」）／自然活動学習事業（関
東地区自然活動指導者養成講習会・関西地区自然活動指導者養成講習会・「子供村」－グリーンキャ
ンプ、自然スクール、太陽の子キャンプ、花咲健康子ども村、自然教室子ども村、健康子供村、自然
活動・国内体験学習移動教室・「グアム地球人学校」・「太陽の子－サイパン自然スクール」）

広報普及事業（会報の発行・事業案内用パンフレットの作成・行事、催事への後援名義供与）／調査
研究事業（文部省補助事業・八王子市コミュニティ振興会受託事業・マツダ財団助成事業・近畿日本ツー
リスト㈱受託事業・全国余暇行政研究協議会受託事業・山梨県石和町受託事業・学校法人東京観光専
門学校受託事業・自主事業）／情報提供事業（文献資料配布・情報資料の提供と名簿の閲覧・講師の
派遣と斡旋）  
会報「余暇文化」発行／文化活動学習事業（「第１１回アメリカＣＨＰ事業」・「国際生涯教育研究会」
－中国セミナー、ハワイセミナー（春季）（秋季）、ロンドンセミナー・「第５回旅の生きがい大学」）
／自然活動学習事業（関東地区自然活動指導者養成講習会・関西地区自然活動指導者養成講習会・「子
供村」－自然活動・国内体験学習移動教室・「グアム地球人学校」・「太陽の子－サイパン自然スクール」）

：
：
：
：

：
：
：
：

：

：
：

：

：
：
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９８７（昭和６２）年】

【１９８８（昭和６３）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「地域におけるニュースポーツの開発に関する調査研究」
　 （文部省補助事業）
○「公立の小・中学校及び高等学校における校外学習の実態調査」
○「夏休みと遊びに関する調査－子どもたちの余暇生活」
○「八王子市コミュニティ団体名簿」
　 （八王子市コミュニティ振興会委託事業）

○「集団宿泊訓練による青少年研究－異文化生活体験と
　　国際性の啓培」（マツダ財団助成事業）
○「ニュースポーツによるコミュニティの振興に関する
　　事例研究」（文部省補助事業）
○「日豪交流余暇文化展実施報告書」( 文部省補助事業 )
○「論文・絵画・イラストレーション等公募作品コンクール
　　実施報告書」（文部省補助事業）

○「テクノロジー時代におけるレジャー」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「観光事業概論」（東京デザイナー学院委託事業）
○「高齢化社会への地域対応に関する調査」

○「専修学校における校外学習の実施状況に関する調査」
○「府中市生涯学習センター運営管理モデルプラン」
　 （府中市委託事業）
○「八王子市町会・自治会の実態調査」
　 （八王子市コミュニティ振興会委託事業）

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事  

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

茅  誠司
福原　匡彦
佐野 元生
梶谷　敏行

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
梶谷　敏行

小尾　乕雄／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／大竹　猛雄／安達 建之助／
田中 健児／玉中 秀明／柳川 覚治／児島　英一
岡田 輝彦／前田　勇／福井 嘉良
日高　幸男／山崎　春之／大森 厚／長谷川 和夫／佐橋 慶／千葉 久三／入江 雄三／
大沼 淳／酒向 誠／湯上 二郎／秋田　實／作古　貞義／長谷川 純三／浜野 安宏／
村上 恒雄／諸岡 和房

小尾　乕雄／栗原　一登／斎藤 正／西尾 出／児島　英一／大竹　猛雄／安達　建之助／
田中 健児／玉中 秀明／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇／福井 嘉良
日高　幸男／山崎　春之／大森　厚／長谷川　和夫／佐橋 慶／千葉　久三／入江　雄三
／大沼 淳／酒向 誠／湯上 二郎／秋田　實／作古　貞義／長谷川 純三／浜野 安宏／村上 
恒雄／諸岡 和房／新川　昭一／長尾　龍／林　健生／真鍋　博／山口　祐司

広報普及事業（広報資料の配布と懸賞論文等の公募・表彰行事の実施・行事及び催事等への後援名義の供与）／
調査研究事業（文部省補助事業・東京都受託事業・府中市受託事業・（財）八王子コミュニティ振興会受託事業・
河合楽器㈱受託事業・近畿日本ツーリスト㈱受託事業・調査研究の相談と助言指導）／情報提供事業（文献資料
等の配布・情報資料の提供と名簿の公開閲覧・余暇文化情報サービス業務の構築と情報機器の整備・講師の派遣
と斡旋）
学習啓発事業（「’８８プリスベン、国際レジャー博覧会参加キャンペーン事業」・「ビッグアート・コンテスト」
開催事業・学習プログラム助言指導）／学習促進事業（文化活動学習事業－海外及び国内自然活動学習事業）／
スポーツ活動学習事業（「サントピア沖縄大会」企画協力・野外活動団体協議会の行事協力）

広報普及事業（広報資料の配布・行事及び催事等への後援名義の供与）／調査研究事業（文部省調査研究事業・全
国余暇行政研究協議会委託事業・（財）八王子市コミュニティ振興会委託事業・府中市委託事業・（財）国際レジャー
博覧会協会委託事業・近畿日本ツーリスト㈱修学旅行部委託事業・近畿日本ツーリスト協定旅館連盟委託事業）／
情報提供事業（文献資料等の配布・情報資料の提供と名簿の公開閲覧・講師の派遣と斡旋） 
学習啓発事業／文化活動学習事業（「ブリスベン国際レジャー博覧会」参加・「第１３回ＣＨＰ事業」・「国際生涯学
習研究会」研修事業・「第７回旅の生きがい大学」）／自然活動学習事業（「自然活動・国内子ども村事業」・「海外子
ども村事業」・「自然活動指導者養成講習会事業」）／スポーツ活動学習事業（「ニュースポーツ紹介事業」・「野外活
動団体協議会の行事協力」）／自然活動指導者の育成事業／施設斡旋事業／国際交流事業（「国際生涯教育研究会の
改組と研修事業の実施」・「国際交流、留学指導センターの斡旋業務の実施」・「英語音声学の研修事業の実施」）

：
：
：
：

：
：
：
：

：

：
：

：

：
：
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財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９８９（平成１）年】

【１９９０（平成２）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「都民の余暇利用による文化活動に関する調査研究」
　 （東京都生活文化局委託事業）
○「ニュースポーツの振興方策及びその望ましいあり方の
　　開発に関する研究」（文部省補助事業）
○「ブリスベン国際レジャー博覧会参加事業報告」 （文部省補助事業）
○「私立高等学校における海外修学旅行、海外研修旅行
　　等の国際交流活動に関する調査（要約）」

○「中高年の学習に関する調査研究」（文部省補助事業）
○「ユーロパリア’８９ジャパン祭典参加事業
　  「日本余暇文化展」実施報告書」（文部省補助事業）
○「高校生のオーストラリア留学に関する調査」
　 （（社）東京倶楽部補助事業）
○「全国の文化団体に関する実態調査（要約）」

○「コミュニティ活動団体の実態調査」
　 （八王子市コミュニティ振興会委託事業）
○「高校生の外国留学に関する調査研究」 （（社）東京倶楽部助成事業）
○「今後における余暇行政の推進に関する調査研究」
　（全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「あなたの旅館への希望アンケート」調査報告書
　 （近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「米国サマーキャンプの実態調査」

○「全国の私立大学における学校外教育活動の実施状況に
　　関する調査（要約）」
○「余暇充実のための基本的方策に関する調査研究」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「まなびピア’８９ ｉｎ CHIBA 余暇シンポジウム」

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事  

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
梶谷　敏行

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
上原　義洋

安達 建之助／小尾　乕雄／栗原　一登／児島　英一／斎藤 正／西尾 出／田中 健児／
玉中 秀明／塚本　芳和／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇／福井 嘉良
大沼 淳／青木　泰三／秋田　實／久保田　節夫／小杉山　清／作古　貞義／酒向 誠／
佐橋 慶／新川　昭一／杉田　房子／田中　卓郎／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／
林　健生／日高　幸男／真鍋　博／村上 恒雄／諸岡 和房／山口　祐司／湯上 二郎

安達 建之助／小尾　乕雄／栗原　一登／児島　英一／斎藤 正／西尾 出／田中 健児／
今林弘／塚本　芳和／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇／福井 嘉良
大沼 淳／青木　泰三／秋田　實／久保田　節夫／小杉山　清／作古　貞義／酒向 誠／
佐橋 慶／新川　昭一／杉田　房子／田中　卓郎／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／
林　健生／日高　幸男／真鍋　博／村上 恒雄／諸岡 和房／山口　祐司／湯上 二郎／藤丸　俊久

広報普及事業（広報資料の配布・行事及び催事等への後援名義の供与）／調査研究事業（「第１回生涯学習フェスティバル余暇
シンポジウム」開催・文部省補助事業・全国余暇行政研究協議会委託事業・近畿日本ツーリスト㈱販売促進部委託事業・近畿
日本ツーリスト㈱修学旅行部委託事業・（財）余暇開発センター委託事業・（社）東京倶楽部助成事業）／情報提供事業（文献
資料等の配布・情報資料の提供と名簿の公開閲覧・講師の派遣と斡旋） 
学習促進事業（文化活動学習事業－「ユーロパリア８９ジャパン公式参加記念関係行事」・「第１回生涯学習フェスティバル“日
本余暇文化展”開催」・「近畿日本ツーリスト㈱創立３５周年記念協力事業ひまわり絵画コンクール事業」・「第１４回ＣＨＰ事業」・

「国際生涯学習研究会の研修事業」・「第８回旅の生きがい大学」／自然活動学習事業－「自然活動・国内子ども村事業」・「海外子
ども村事業」・「自然活動指導者養成講習会事業」／スポーツ活動学習事業－「フットバック・ニュースポーツの紹介事業」・「野
外活動団体協議会の行事協力」）／国際交流事業（「国際交流・留学指導センターの斡旋業務の実施」）

広報普及事業（機関誌「余暇文化」再刊・行事及び催事などへの後援名義供与）／調査研究事業（文部省補助事業・（社）東京
倶楽部補助事業・（財）石橋財団補助事業・全国余暇行政研究協議会受託調査研究事業） 
文化活動学習事業（「国際花と緑の万国博覧会に協力する日本余暇文化展開催」・「第２回生涯学習フェスティバル参加」・「ビッ
グ・アートコンテスト（文部省後援）」・「第１５回ＣＨＰ事業（文部省後援）」・「国際生涯学習研究会研修事業」・「第９回旅の
生きがい大学」）／自然活動学習事業（「自然活動・国内子ども村事業」・「海外子ども村事業」・「自然活動指導者養成講習会事業」・

「野外活動団体協議会の行事協力」）／スポーツ活動学習事業（「フットバック・ニュースポーツの紹介事業」）

：
：
：
：

：
：
：
：

：

：
：

：

：
：
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９９１（平成３）年】

【１９９２（平成４）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「中高年層を対象にした学習機会提供事業に関する実態調査」
　 （文部省補助事業）
○「余暇と生涯学習に関する日欧研究協議交流事業」
　 実施報告書（文部省補助事業）
○「高校生の留学に関する調査」（（社）東京倶楽部助成事業）

○「中高年齢者を対象にした学習機会提供事業に関する
　　実態調査」（文部省補助事業）
○「余暇と生涯学習に関する日豪研究協議交流事業」
　　実施報告書（文部省補助事業）
○「各国の余暇行政のあり方に関する調査」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「各国の市町村における国際交流活動に関する調査」
　 （（社）東京倶楽部助成事業）

○「余暇実践としての生涯学習に関する調査研究」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「自由時間教育（余暇学習）に関する理論的解明」
　 （（財）石橋財団補助事業）
○「まなびピア’９０ ｉｎ 京都 余暇シンポジウム」

○「地域活性化における観光事業についての調査」
　 （近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「まなびピア’９０ ｉｎ OITA 余暇シンポジウム
　　－日本型余暇ライフの創出を求めて＆テキスト－」                 
○「地域振興のための余暇関連プロジェクトの実施状況に
　　関する調査」本体＆縮小版（近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「自由時間政策と生涯学習行政に関する東西ヨーロッパ
　　における海外研修事業」研修資料（文部省補助事業）

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事  

会　 長  
副 会 長
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
藤丸　俊久

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
伊藤　一

安達 建之助／小尾　乕雄／栗原　一登／児島　英一／斎藤 正／西尾 出／田中 健児／今
林弘／上原　義洋／塚本　芳和／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇／辻　繁幸
大沼 淳／青木　泰三／久保田　節夫／小杉山　清／作古　貞義／酒向 誠／佐橋 慶／
新川　昭一／杉田　房子／田中　卓郎／長尾　龍／長谷川 純三／林　豊彦／浜野 安宏／
林　健生／日高　幸男／真鍋　博／村上 恒雄／諸岡 和房／山口　祐司／湯上 二郎

安達 建之助／安部　和壽／小尾　乕雄／栗原　一登／児島　英一／斎藤 正／田中 健児／
塚本　芳和／津端　修一／梶尾　幸雄／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇／今林　弘
青木　泰三／大沼 淳／久保田　節夫／小杉山　清／佐橋 慶／酒向 誠／作古　貞義／
新川　昭一／杉田　房子／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／林　健生／林　豊彦／
日高　幸男／真鍋　博／村上 恒雄／諸岡 和房／山口　祐司／湯上 二郎

広報普及事業（機関誌「余暇文化」発行・行事及び催事などへの後援名義の供与）／調査研究事業（文
部省補助事業・（社）東京倶楽部助成事業・全国余暇行政研究協議会受託調査研究事業・近畿日本ツー
リスト協定旅館連盟受託調査研究事業） 
文化活動学習事業（「第３回生涯学習フェスティバル参加」・「ビッグアート ･ コンテスト（文部省後
援事業）」・「まつりインハワイ’９１州政府公認行事・公式参加事業」・「第１６回ＣＨＰ事業（文部
省後援）」・「国際生涯学習研究会の研修事業」・「第１０回旅の生きがい大学」）／自然活動学習事業（「自
然活動・国内子ども村事業」・「自然活動指導者養成講習会事業」・「野外活動団体協議会の行事協力」）
／スポーツ活動学習事業（「フットバック・ニュースポーツの紹介事業」）

広報普及事業（「第５回サントピア沖縄（沖縄県主催）への後援名義供与」・「（財）日本ボールルームダンス連盟
への便宜供与と後援名義の斡旋」）／調査研究事業（文部省補助事業・（社）東京倶楽部助成事業・全国余暇行政
研究協議会受託事業・近畿日本ツーリスト協定旅館連盟受託事業） 
文化活動学習事業（「国際船と海の博覧会参加事業」・「第４回全国生涯学習フェスティバル参加」・「国際生涯教
育研究会研修事業」・「第１１回旅の生きがい大学」・「第５回「サントピア沖縄」参加事業」）／自然活動学習事
業（「自然活動 ･ 国内子ども村事業」・「自然活動指導者の講習事業」・「近畿日本ツーリスト㈱・㈱ユナイテッドツアー
ズ「新入社員教育」自然活動講習会」）／フットバック・ニュースポーツ活動学習事業（「第６回世界アルディメッ
ト＆ガット選手権大会参加」・「スポーツ・フォア・オール国際フェア’９２－国営昭和記念公園・大阪城公園－）

：
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財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９９３（平成５）年】

【１９９４（平成６）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「余暇学習の成果を生かしたボランティアの養成と
　　活用に関する調査」（文部省補助事業）
○「自由時間政策と生涯学習行政に関する東西ヨーロッパ
　　における研修事業」（文部省補助事業）
○「地方自治体における余暇関連施設の整備計画に関する
　　調査」（全国余暇行政研究協議会委託事業）

○「地方自治体のボランティア養成に関する事例研究」
　 （文部省補助事業）
○「ヨーロッパのバカンス事情に学ぶ自由時間施策と生涯学習
　　行政に関する海外研修事業」実施報告書（文部省補助事業）
○「青少年を対象とした民間等の体験活動関連施策
　 （事業）に関する調査」（文部省委託事業）

○「全国の市町村における国際交流活動に関する調査
　　－平成３年度、４年度調査結果報告書－」
　 （（社）東京倶楽部助成事業）
○「まなびピア’９０ ｉｎ OITA 余暇文化シンポジウム」

○「社会参加活動団体に関する調査」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「まなびピア ｉｎ 愛知 第２回感性教育シンポジウム」
○「ボランティアグループの活動に関する調査」

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
伊藤　一

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
伊藤　一

安達 建之助／安部　和壽／小尾　乕雄／栗原　一登／田中 健児／塚本　芳和／
津端　修一／野口　泰良／圓尾　裕／三角　哲生／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇／今林　弘
青木　泰三／大沼 淳／久保田　節夫／國松　治男／小杉山　清／酒向 誠／作古　貞義／
佐橋 慶女／新川　昭一／杉田　房子／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／林　健生／
林　豊彦／日高　幸男／真鍋　博／村上　恒雄／諸岡 和房／山口　祐司／湯上 二郎

安達 建之助／安部　和壽／小尾　乕雄／栗原　一登／田中 健児／塚本　芳和／
津端　修一／野口　泰良／圓尾　裕／三角　哲生／柳川 覚治
今林　弘／岡田 輝彦／前田　勇
青木　泰三／大沼 淳／久保田　節夫／國松　治男／小杉山　清／酒向 誠／作古　貞義／
佐橋 慶女／新川　昭一／杉田　房子／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／林　健生／
林　豊彦／真鍋　博／諸岡 和房／山口　祐司／湯上 二郎／徳久　球雄／向井　幹雄

広報普及事業（機関誌「余暇文化」発行・（財）日本ボールルームダンス連盟への便宜供与と後援名
義の斡旋）／調査研究事業（文部省補助事業・文部省受託事業・全国余暇行政研究協議会受託事業）
文化活動学習事業（「第５回生涯学習フェスティバルまなびピア’９３ｉｎ愛知」参加・財団設立
２０周年記念事業「暮らしを彩る感性シアター展」・「国際生涯教育研究会研修事業」・「第１２回旅の
生きがい大学」・「日蘭児童絵画交流展」使節団の派遣・講師派遣事業）／自然活動学習事業（「自然
活動･国内子ども村事業」・自然活動指導者の講習事業）／スポーツ活動学習事業（「ニュースポーツフェ
スティバル’９３」・「スポーツ・フォア・オール国際フェア’９３－関東大会－」・「スポーツ・フォア・オー
ル国際フェア’９３－関西大会－」・「世界ホースシューズ・ピッチング（馬蹄投げ）大会」参加ツアー）

広報普及事業（機関誌「余暇文化」発行・（財）日本ボールルームダンス連盟への便宜供与と後援名
義の斡旋）／調査研究事業（文部省補助事業・全国余暇行政研究協議会受託事業）
文化活動学習事業（「第６回生涯学習フェスティバルまなびピア’９４ｉｎ富山」参加・「国際生涯教
育研究会研修事業」・「第１３回旅の生きがい大学」・「日・オーストリア児童絵画交流展」使節団の派遣・

「鈴の鳴る道コンサート・インニューヨーク」実施・「パリ絵手紙交流展」実施・「手工芸作家ヨーロッ
パ美術研修の旅」実施）／自然活動学習事業（自然活動指導者の講習事業・「自然活動 ･ 国内子ども
村事業」）／スポーツ活動学習事業（「スポーツ・フォア・オール国際フェア’９４－辰巳の森会場公
園－」・「茨城県ニュースポーツフェア」）／「楽修の森」事業（（財）東京都教育公務員弘済会受託事
業－講演会＆コンサート・近畿日本ツーリスト㈱平塚支店受託事業－講師派遣事業）

：
：
：
：
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：
：
：
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９９５（平成７）年】

【１９９６（平成８）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「公共文化ホール等の運営実態に関する調査研究」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「まなびピア ｉｎ 富山 第３回感性教育シンポジウム」
○「ボランティアグループの活動に関する事例研究」
　 （文部省補助事業）

○「全国の市区町村における市民大学等に関する実態調査」
　 （文部省補助事業）
○「自由時間充実と生涯学習振興に関する海外研修事業
　　報告書」（文部省補助事業）

○「ヨーロッパの高齢者教育に学ぶ生涯学習と余暇学習の
　　国際事情に関する海外研修事業 実施報告書」
　 （文部省補助事業）
○「’９５ 生涯学習関連施策ガイドブック」

○「余暇・生活文化関係団体の活動に関する調査研究」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「日本縦断おもしろ自然キャンプ 実施報告書」

会　 長
副 会 長  
理 事 長

会　 長
副 会 長  
理 事 長

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生

安達 建之助／安部　和壽／今林　弘／久保田　節夫／佐野　元昭／田中 健児／
三角　哲生／山田　清司／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇
大沼 淳／木本　希／國松　治男／小杉山　清／作古　貞義／佐橋 慶女／新川　昭一／
杉田　房子／徳久　球雄／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／真鍋　博／向井　幹雄／
諸岡 和房／山口　祐司／湯上 二郎

安達 建之助／安部　和壽／圓尾　裕／久保田　節夫／佐野　元昭／田中 健児／
三角　哲生／山田　清司／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇
大沼 淳／木本　希／國松　治男／小杉山　清／作古　貞義／佐橋 慶女／新川　昭一／
杉田　房子／徳久　球雄／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／真鍋　博／向井　幹雄／
諸岡 和房／山口　祐司／矢羽野　睦男／湯上 二郎

出版事業（「’９５生涯学習関連施策ガイドブック」発行）／広報普及事業（（財）日本ボールルームダンス連盟
への便宜供与と後援名義の斡旋）／調査研究事業（文部省補助事業・全国余暇行政研究協議会受託事業）
文化活動学習事業（「第７回生涯学習フェスティバルまなびピア’９５ｉｎ北海道参加」・「感性教育・平山郁夫講演会」
－（財）東京都教育公務員弘済会と共催・「第１回生涯学習・イギリス歴史の旅」－英国暁星国際大学生涯教育研
究所と共催・「国際生涯教育研究会研修事業」・「第１３回旅の生きがい大学」・「日本・オーストラリア児童絵画交流
展」使節団の派遣・「第７回生涯学習フェスティバルまなびピア’９５ｉｎ北海道楽修の森－暮らしを彩る美術手
工芸展研修ツアー“ぐるり道南と東洋一の温泉郷登別温泉４日間の旅”実施」）／自然活動学習事業（自然活動指
導者の講習事業・「自然活動 ･ 国内子ども村事業」）／スポーツ活動学習事業（「スポーツ・フォア・オール国際フェ
ア’９５－浦安市総合運動公園－」・「スポーツ・フォア・オール国際フェア’９５－西宮市武庫川女子大学総合グ
ランド－」）／「楽修の森」文化事業（生活文化活動・近畿日本ツーリスト㈱平塚支店受託事業－講師派遣事業）

調査研究事業（文部省補助事業・文部省受託事業・全国余暇行政協議会受託事業・近畿日本ツーリスト㈱受託事業）
／情報提供事業
＜学習事業＞①学習啓発事業・・・「生きがい大学プログラム」②学習促進事業・・・（文化活動学習）「感性と
美の手工芸展」・「ダンス ･ マイライフ」・「感性と美の手工芸展研修ツアー」・（自然活動学習）「パソコンでつな
ぐ日本縦断おもしろ自然キャンプ」③「楽修の森」事業・・・「藤村をうたうコンサート」・「住まいの生活文化展」・「浮
世絵デザインの現代展＆日本のお正月展／浮世絵の凧絵と江戸のにぎわい展」／＜人材育成事業＞①指導者の派
遣・・・「京成子ども村－自然教室 ･ 林間学校（学校行事）」②指導者の養成・・・「自然活動リーダー教育実習」・

「自然活動リーダー養成講習会」／＜国際交流事業＞①「国際生涯教育研究会の海外研修－ロンドン大学夏期セ
ミナー」②「日本 ･ オーストラリア児童絵画交流展への使節団の派遣」③「手工芸－トルコ親善文化交流の旅」
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財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９９７（平成９）年】

【１９９８（平成１０）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「全国の市区町村における市民大学等に関する事例研究」
　 （文部省補助事業）
○「全国の市政における余暇関連施策に関する調査研究」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「各都道府県の学習施設における障害者を対象にした
　　学習活動の支援に関する実態調査」（文部省補助事業）

○「全国の市区町村における市民大学等に関する研究」 （文部省補助事業）
○「ヨーロッパにおける成人教育の現状に関する調査研究」
　　実施報告書（文部省補助事業）
○「ヨーロッパにおける各国の民間非営利団体（ＮＰＯ）による生涯
　　学習施策の現状と２１世紀への展望」（文部省委嘱事業）

○「第４回 感性教育シンポジウム全記録」
○ 会報 No．３３
○「同時中継！　おもしろ自然体験　IN　ひだか・なすかし・
　　むろと・いさはや」実施報告書
○「障害者の余暇活動の一環としての旅行」実施状況
　 （近畿日本ツーリスト㈱委託事業）

○「ボランティア活動における市民の余暇行政への要望」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「豊かな感性を育むために＝ＪＡＬＤ感性教育シンポジウム集＝」
○「同時中継！おもしろ自然体験ＩＮひだか・なすかし・
　　むろと・いさはや」実施報告書

会　 長
副 会 長  
理 事 長

会　 長
副 会 長  
理 事 長

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生

安達 建之助／久保田　節夫／佐野　元昭／田中 健児／田平　英二／圓尾　裕／
三角　哲生／山田　清司／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇
大沼 淳／木本　希／國松　治男／小杉山　清／作古　貞義／佐橋 慶女／新川　昭一／
杉田　房子／徳久　球雄／長尾　龍／長谷川 純三／浜野 安宏／真鍋　博／向井　幹雄／
諸岡 和房／山口　祐司／矢羽野　睦男／湯上 二郎

今林　弘／久保田　節夫／佐野　元昭／田中 健児／田平　英二／圓尾　裕／
三角　哲生／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇　　　　参　　与 ： 青木　泰三
笠原　一也／國松　治男／作古　貞義／澤内　隆／杉田　房子／長尾　龍／浜野 安宏／
真鍋　博／諸岡 和房／矢羽野　睦男／吉田　正信／木本　希／小杉山　清／佐橋　慶女／
新川　昭一／徳久　球雄／長谷川 純三／廣池　利邦／向井　幹雄／山口　祐司／湯上 二郎

調査研究事業（文部省補助事業・文部省受託事業・全国余暇行政協議会受託事業・近畿日本ツーリスト
㈱受託事業）／情報提供事業
＜学習事業＞①学習促進事業・・・（文化活動学習）「第４回感性教育シンポジウム」・「感性と美の美術
手工芸展」・「ダンス ･ マイライフ」・「感性と美の美術手工芸展研修ツアー」・（自然活動学習）「同時中継！
おもしろ自然体験ｉｎひだか・なすかし・むろと・いさはや」②「楽修の森」事業・・・「楽しい壁紙の
貼り方教えます」・「夏のおもてなしの心展」・「自然素材を生かしたあかり展覧会」・「粋としゃれに見る
江戸のにぎわい展」／＜人材育成事業＞①指導者の派遣・・・「京成子ども村－自然教室 ･ 林間学校（学
校行事）」②指導者の養成・・・「自然活動リーダー教育実習」・「自然活動リーダー養成講習会」・「クラ
ブツーリズム・レクリーダー養成講座」／＜国際交流事業＞「南フランス文化交流の旅」

調査研究事業（文部省補助事業・文部省受託事業・全国余暇行政研究協議会受託事業・近畿日本ツーリ
スト㈱受託事業・「ＪＡＬＤ感性教育シンポジウム集」発行）／情報提供事業
＜学習事業＞①学習促進事業・・・（文化活動学習）「（講演会）ＮＰＯによる生涯学習施策への提言」・「日
本余暇文化展」・「オール兵庫ダンスフェスティバルイン神戸」・「パルケエスパーニャふれあいフィエスタ’
９８」・「地域交流フェスティバル」・（自然活動学習）「同時中継！おもしろ自然体験ｉｎひだか・なすかし・
むろと・いさはや」・（スポーツ活動学習）「第３回ペタンク ･ ジャパンオープン」②「楽修の森」事業・・・「夏
の風物詩－おもてなしの心展」・「江戸の庶民文化展覧会」・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」
／＜人材育成事業＞①指導者の派遣・・・「京成子ども村－自然教室 ･ 林間学校（学校行事）」・「余暇活動
推進研究会への講師派遣」②指導者の養成・・・「自然活動リーダー教育実習」・「自然活動リーダー養成講
習会」・「クラブツーリズム・レクリーダー養成講座」③・・・「余暇コーディネーター養成講座講師研修会」

：
：
：

：
：
：

：

：
：

：

：
：
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【１９９９（平成１１）年】

【２０００（平成１２）年】

［ 研 究 開 発 部 門 ］

［ 事 業 開 発 部 門 ］

［ 調 査 研 究 部 門 ］
［ 事 業 開 発 部 門 ］

○「先進各国の総合的学習共同体の実態からみる我が国の
　　ＮＰＯによる生涯学習施策への提言」（文部省委託事業）
○「障害者施設及び高齢者施設の生涯学習活動意識に
　　関する実態調査」（文部省補助事業）
○「企業における環境関連施設・設備の見学ツアー受入
　　実態調査」（近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「全国の公立小 ･ 中学校における自然体験活動の実施状況及び
　　総合的な学習の時間に自然体験活動を位置づけることに関　
　　する意識調査」（近畿日本ツーリスト㈱委託事業）

○「障害者施設及び高齢者施設の生涯学習活動に関する
　　事例研究」（文部省補助事業）
○「地方自治体における環境関連施設・設備の見学受入に関する
　　実態調査」（近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「大学 ･ 短大における『スポーツ合宿・キャンプ実施に
　　関する実態調査』」（近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「感性を育む教育旅行等についての実態調査」
　 （近畿日本ツーリスト㈱委託事業）

○「スポーツキャンプ・スポーツ合宿の受入に関する
　　実態調査」（近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「大学入試資格検定合格による各種資格試験等受験資格
　　の実態調査」（文部省委託事業）
○「少子 ･ 高齢化社会における余暇＝働く既婚男子の家庭生活と
　　地域活動へのかかわり方に関する実態調査＝」
 　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）

○「小 ･ 中学校における空き教室等開放についての実態調査」
　 （近畿日本ツーリスト㈱委託事業）
○「余暇文化活動の実践に関する実践調査」（文部省委託事業）
○「余暇充実のための官民の役割分担について」
　 （全国余暇行政研究協議会委託事業）
○「まちの名人・達人たち＝人的教育資源集＝」

会　 長
副 会 長  
理 事 長

会　 長
副 会 長  
理 事 長
常 務 理 事  

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
木本　希

今林　弘／久保田　節夫／佐野　元昭／高橋　秀夫／田中 健児／田平　英二／
三角　哲生／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇　　　　参　　与 ： 青木　泰三
荒川　明照／梅澤　正／木本　希／小杉山　清／佐橋　慶女／新川　昭一／遠井　将明／長尾　龍／
長谷川 純三／真鍋　博／山口　祐司／湯上 二郎／五十川　隆夫／笠原　一也／國松　治男／
作古　貞義／澤内　隆／杉田　房子／徳久　球雄／新美　康明／浜野 安宏／諸岡 和房／吉田　正信

今林　弘／遠藤　利男／小澤　貞夫／木村　武彦／佐野　元昭／高橋　秀夫／田中 健児／
田平　英二／早川　克巳／三角　哲生／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇　　　　参　　与 ： 青木　泰三
荒川　明照／五十川　隆夫／梅澤　正／占部　誠司／笠原　一也／霞　信彦／國松　治男／小杉山　清／
坂井　知志／作古　貞義／佐橋　慶女／澤内　隆／霜田　正明／新川　昭一／杉田　房子／遠井　将明／
徳久　球雄／長尾　龍／新美　康明／長谷川 純三／浜野 安宏／平山　幸男／真鍋　博／諸岡 和房／
矢口　昇／山口　祐司／山本　精五／湯上 二郎／吉田　正信／渡部　邦雄

調査研究事業（文部省補助事業・文部省受託事業・全国余暇行政研究協議会受託事業・近畿日本ツーリスト㈱受託事業・「全
国の名人 ･ 達人リスト」整備・全国の余暇文化イベントについての情報収集）／情報提供事業
＜学習事業＞①学習促進事業・・・（余暇文化活動学習）「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「旅の生きがい大学」・

「世界のアニメーション・ワンダーランド展」・「ふるさと交流フェア－ふるさと自慢市」・「市民の生活文化展」・「第５回ＪＡ
ＬＤ感性教育シンポジウム」「ダンスマイライフ ･ フェスティバル」「パルケエスパーニャふれあいフィエスタ’９９」・（スポー
ツ活動学習）「第３回ペタンク ･ ジャパンオープン」・（能力検定）「第５回地理能力検定試験」／＜人材育成事業＞①指導者
の派遣「京成子ども村－自然教室 ･ 林間学校（学校行事）」②指導者の養成「自然活動リーダー養成講習会」

文部省補助事業・日本自転車振興会補助事業・文部省受託事業・和歌山市受託事業・情報提供事業
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習関連施策に関する情報提供」・「社団協ホームページの管理」・「感性教育シンポジウム・総合的な
学習と感性教育」・「ダンスマイライフ・フェスティバル」後援等名義供与事業・・・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「第
５回ペタンク・ジャパンオープン」・「市民の生活文化展」・「ペタンク環太平洋大会」／＜人材育成事業＞自主事業・・・「自然活動指導
者の養成」・「京成子ども村－林間学校への指導者派遣」後援名義供与事業・・・「余暇コーディネーター養成講座」・「旅の生きがい大学」
／＜能力開発事業＞自主事業・・・「地理能力検定試験－春季」・「第６回地理能力検定試験」・「ニュース検定」実施検討

：
：
：

：
：
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財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【２００１（平成１３）年】

【２００２（平成１４）年】　

［研究調査事業推進部門］

［学習事業開発推進部門］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

［研究調査事業推進部門］

［学習事業開発推進部門］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

○「障害者及び高齢者の生涯学習活動に関する調査研究」
　 （文部科学省補助事業－１２年度分）
○「社会教育施設における小中学生のための体験学習
　　プログラム」（文部科学省委嘱事業－１２年度分）
○「地域社会と学校との連携に関する調査研究」（文部科学省補助事業）

○「地域社会と学校との連携に関する調査研究」（文部科学省補助事業－ 13 年度分）
○「社会教育における環境教育事業実態調査」（文部科学省委託事業－ 13 年度分）
○「社会教育における環境学習プログラム」 （文部科学省委託事業）

○「社会教育における環境教育事業実態調査」（文部科学省委託事業）
○「豊かな社会をささえる感性の教育～豊かな感性を育む
　　ために～」第６回ＪＡＬＤ感性教育シンポジウム資料
○「地理能力検定試験対策問題集Ⅰ」

会　 長
副 会 長  
理 事 長
常 務 理 事 

会　 長
副 会 長  
理 事 長
常 務 理 事 

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
木本　希

林　健太郎
福原　匡彦
佐野 元生
木本　希

今林　弘／遠藤　利男／小澤　貞夫／木村　武彦／佐野　元昭／高橋　秀夫／早川　克巳／
三角　哲生／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇　　　　参　　与 ： 青木　泰三／前田　出
荒川　明照／伊藤　琢磨／五十川　隆夫／内田　尚大／内田　雄一朗／梅澤　正／占部　誠司
／笠原　一也／霞　信彦／小杉山　清／坂井　知志／澤内　隆／霜田　正明／杉田　房子／
長尾　龍／新美　康明／西村　紀彦／長谷川 純三／平山　幸男／矢口　昇／山口　祐司／
山本　精五／吉田　正信／渡部　邦雄

今林　弘／遠藤　利男／小澤　貞夫／木村　武彦／佐野　元昭／澤幡　尚秀／高橋　秀夫／
長谷川　純三／早川　克巳／三角　哲生／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇
相田　征一／荒川　明照／伊藤　琢磨／五十川　隆夫／内田　尚大／内田　雄一朗／梅澤　正／
占部　誠司／笠原　一也／霞　信彦／小杉　哲／小杉山　清／斉藤　忠八／坂井　知志／澤内　隆／
霜田　正明／杉田　房子／田崎　篤郎／長尾　龍／永田　節／新美　康明／西内　正彦／西村　紀彦／
前田　出／矢口　昇／山口　祐司／渡部　邦雄

文部科学省補助事業・日本自転車振興会補助事業・文部科学省受託事業・（財）日本ボールルームダンス連盟委託事業・情報提供事業
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習関連施策に関する情報提供」・「社団協ホームページの管理」・「感性教育シンポジウム」・「ダ
ンスマイライフ・フェスティバル」　　後援等名義供与事業・・・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「第６回ペタ
ンク・ジャパンオープン」・「松山バレエ団イベント」／＜人材育成事業＞自主事業・・・「クラブツーリズム学園構想企画書作成」
　　後援名義供与事業・・・「各種文化講座への講師派遣」・「京成子ども村－林間学校への指導者派遣」・「ＣＨＩＥ研修への講師
派遣」・「旅のおもしろ地理講座への講師派遣」・「旅の生きがい大学」修了証の発行／＜能力開発事業＞自主事業・・・「地理能力
検定試験－春季」・「第７回地理能力検定試験」・「ニュース検定」構想決定／＜国際交流事業＞「日中子ども交流サマーキャンプ」
＜国内事業＞主催事業・・・「楽習フォーラム」の立上げ・「舞鶴市観光基本計画策定」・「海都ＷＡＫＡＹＡＭＡ２１観光プロモーショ
ン事業」の管理運営・「第４５回全日本花」いっぱい和歌山大会にかかわる人づくりセミナー」業務
＜海外事業＞主催事業・・・「スケッチを楽しむ文化交流の旅」　協力・連携事業・・・「ＣＴロングステイクラブ」の支援・「The　Art　of
　Oshibana展」

文部科学省受託事業・日本自転車振興会補助事業・・( 財 ) 日本ペタンク協会受託事業・近畿日本ツーリスト㈱受託事業・情報提供事業
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習関連施策に関する情報提供」・「社団協ホームページの管理」・「ダンスマイライフ・フェス
ティバル」　　後援等名義供与事業・・・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「第７回ペタンク・ジャパンオープン」・

「松山バレエ団イベント」・「水のゆくえ　秋篠野安生作品展」・「花いちりん描く会」／＜人材育成事業＞後援名義供与事業・・・
「各種文化講座への講師派遣」・「京成子ども村－林間学校への指導者派遣」・「ＣＨＩＥ研修への講師派遣」・「旅のおもしろ地理講
座への講師派遣」・「旅の生きがい大学」修了証の発行／＜能力開発事業＞自主事業・・・「地理能力検定試験－春季」・「第８回地
理能力検定試験」・「ニュース検定」実施準備／＜国際交流事業＞「音楽を通じた日中の小学生交流」
＜国内事業＞主催事業・・・「楽習フォーラム」の整備推進・「楽習フォーラムシンポジウム」開催・「第１回楽習フォーラム作品展」
開催　後援等名義供与事業・・・「ＫＯＢＥ２００２インターナショナルキルトウイーク」・「インターナショナルキルトウイーク横
浜２００２」
＜海外事業＞　協力・連携事業・・・「日中友好 30 周年記念イベント」・「ＣＴロングステイクラブ」の支援
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【２００３（平成１５）年】

【２００４（平成１６）年】

［ 調 査 研 究 部 門 ］
［ 学 習 開 発 部 門 ］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

［ 調 査 研 究 部 門 ］

［ 学 習 開 発 部 門 ］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

○ 環境教育・学習コンテンツ①「オー！江戸こそ循環型社会」（子どもゆめ基金助成事業）
○「余暇関連団体の活動実態に関する調査研究」（文部科学省委嘱事業）
○「地理能力検定試験対策問題集Ⅱ」

○ 環境教育・学習コンテンツ②「みんなでつくろう次代の豊かな社会－循環型社会でのライフスタイル、ビジネススタイル－（子どもゆめ基金助成事業）
○「「実年期における学習・社会参加活動の実態及び意向に関する調査研究」（文部科学省委託事業）

会　 長
副 会 長  
理 事 長
常 務 理 事 

会　 長
副 会 長  
理 事 長
常 務 理 事 

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

三角　哲生
福原　匡彦
佐野 元生
今林　弘

三角　哲生
福原　匡彦
佐野 元生
今林　弘

遠藤　利男／及川　耕造／小澤貞夫／木村　武彦／佐野　元昭／澤幡　尚秀／高橋　秀夫／
長谷川　純三／早川　克巳／前田　出／柳川 覚治
岡田 輝彦／前田　勇
相田　征一／浅川　恵司／荒川　明照／伊藤　琢磨／五十川　隆夫／内田　尚大／梅澤　正／
占部　誠司／蝦名　公子／笠原　一也／霞　信彦／小杉　哲／小杉山　清／齋藤　忠八／
坂井　知志／澤内　隆／杉田　房子／田崎　篤郎／長尾　龍／永田　節／新美　康明／
西内　正彦／西村　紀彦／矢口　昇／山口　祐司／山根　宏一／渡部　邦雄

遠藤　利男／及川　耕造／太田　孝／木村　武彦／小杉　哲／小杉山　清／佐野　元昭／　
澤幡　尚秀／長谷川　純三／早川　克巳／前田　出
小林　進／前田　勇
相田　征一／荒川　明照／五十川　隆夫／伊藤　琢磨／内田　尚大／梅澤　正／占部　誠司／
蝦名　公子／岡野　正巳／笠原　一也／霞　信彦／齋藤　忠八／坂井　知志／澤内　隆／
杉田　房子／田崎　篤郎／長尾　龍／永田　節／新美　康明／西村　紀彦／矢口　昇／
山口　祐司／山根　宏一／渡部　邦雄

文部科学省受託事業・日本自転車振興会補助事業・( 財 ) 日本ペタンク協会受託事業・子どもゆめ基金助成事業
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習に関する情報の収集・提供」・「社団協ホームページの管理」・「ダンスマイライフ・フェスティ
バル」・「地理能力検定試験対策問題集Ⅱの発行」　後援等名義供与事業・・・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「第
８回ペタンク・ジャパンオープン」・「松山バレエ団イベント」・「第3回車いすダンススポーツ選手権大会」・「第4回キンボールジャ
パンオープン」／＜人材育成事業＞後援名義供与事業・・・「各種文化講座への講師派遣」・「京成子ども村－林間学校への指導
者派遣」・「ＣＨＩＥ研修への講師派遣」／＜能力開発事業＞自主事業・・・「地理能力検定試験－春季」・「第９回地理能力検定試験」
＜人材育成事業＞主催事業・・・「クラブライフコーディネーターの育成」、連携・協力事業・・・「研究員委嘱」＜国内事業＞
主催・共催事業・・・「地域活性化を目的とした研究調査」、「ふるさと交流フェアｉｎ中野サンプラザ－ふるさと自慢市」＜海
外事業＞連携・協力事業・・・「ようこそジャパン～上海大交流会」への支援・協力＜国内事業＞主催事業・・・「楽習フォー
ラム」の整備推進・「楽習フォーラムシンポジウム」開催・「第１回楽習フォーラム作品展」開催　後援等名義供与事業・・・「夢
キルトフェスティバル２００３」・「インターナショナルキルトウイーク横浜２００３」、「天草陶石で作るシルバーオーバーレ
イ体験教室実証事業」　

文部科学省受託事業・・・「実年期における学習・社会参加活動の実態及び意向に関する調査研究」、日本自転車振興会補助事業・・・
「北海道森林マラソントレイルフェスティバル in 定山渓」、子どもゆめ基金助成事業・・・「みんなでつくろう次代の豊かな社
会－循環型社会でのライフスタイル、ビジネススタイル－」
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習に関する情報の収集・提供」・「社団協ホームページの管理」・「ダンスマイライフ・フェ
スティバル」　後援等名義供与事業・・・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「第９回ペタンク・ジャパンオープン」・

「松山バレエ団イベント」・「ＩＰＣ車いすダンススポーツ世界選手権大会」・「第５回キンボールジャパンオープン」／＜人材育
成事業＞後援名義供与事業・・・「各種文化講座への講師派遣」＜能力開発事業＞自主事業・・・「地理能力検定試験－春季」・「第
１０回地理能力検定試験」
連携・協力事業・・・「研究員委嘱」＜国内事業＞主催・共催事業・・・「地域活性化を目的とした研究調査」、「ふるさと交流フェ
アｉｎ中野サンプラザ－ふるさと自慢市」、「地域ブランディング大賞」＜海外事業＞連携・協力事業・・・「東儀秀樹世界遺産シ
リーズ in イタリア」への支援・協力＜国内事業＞主催事業・・・「第４回楽習フォーラム作品展」開催、「第２回ビーズアートＡ
ＰＡＮ大賞コンテスト」、「プリザーブドフラワー大賞コンテスト」後援等名義供与事業・・・・「インターナショナルキルトウイー
ク横浜２００４」
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財団法人日本余暇文化振興会創立 35 周年記念誌

35th

事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【２００５（平成１７）年】

【２００６（平成１８）年】

［ 調 査 研 究 部 門 ］
［ 学 習 開 発 部 門 ］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

［ 調 査 研 究 部 門 ］

［ 学 習 開 発 部 門 ］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

○「SPECIAL INTEREST TOURISM」による２１世紀の観光戦略（小野田金司著）

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事
常 務 理 事 

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事 

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

三角　哲生
福原　匡彦
佐野 元生
今林　弘
小杉　哲

三角　哲生
福原　匡彦
佐野 元生
今林　弘

遠藤　利男／及川　耕造／太田　孝／木村　武彦／小杉山　清／佐野　元昭／須古　正恒／
長谷川　純三／早川　克巳／前田　出
小林　進／前田　勇
相田　征一／五十川　隆夫／伊藤　琢磨／岩本　龍治／内田　尚大／占部　誠司／
蝦名　公子／大谷　晴信／笠原　一也／霞　信彦／齋藤　忠八／坂井　知志／澤内　隆／
長尾　龍／永田　節／新美　康明／西村　紀彦／福井　善郎／見形　次郎／矢口　昇／
山口　祐司／與良　博和／渡部　邦雄

伊藤　琢磨／伊藤　淑雄／内田　尚大／遠藤　利男／及川　耕造／太田　孝／佐野　元昭／
西本　晃二／長谷川　純三／前田　出
小林　進／前田　勇
相田　征一／五十川　隆夫／板橋　大輔／岩本　龍治／蝦名　公子／笠原　一也／
梶　正樹／霞　信彦／齋藤　忠八／坂井　知志／澤内　隆／冨田　昌志／長尾　龍／
永田　節／長谷川　秀雄／福井　善郎／福留　強／見形　次郎／矢口　昇／山口　祐司／
與良　博和／渡部　邦雄

日本自転車振興会補助事業・・・「北海道森林マラソントレイルフェスティバル in 定山渓」
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習に関する情報の収集・提供」・「社団協ホームページの管理」・「ダンスマイライフ・フェ
スティバル」　後援等名義供与事業・・・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「第１０回ペタンク・ジャパンオー
プン」・「松山バレエ団イベント」・「ＩＰＣ車いすダンススポーツ世界選手権大会」・「第６回キンボールジャパンオープン」
／＜人材育成事業＞後援名義供与事業・・・「各種文化講座への講師派遣」＜能力開発事業＞自主事業・・「第
１０回地理能力検定試験」
連携・協力事業・・・「研究員委嘱」＜国内事業＞主催・共催事業・・・「地域活性化を目的とした研究調査」、「地域ブ
ランディング大賞」、近旅連女性文化講座セミナー＜海外事業＞連携・協力事業・・・「東儀秀樹世界遺産シリーズ in イ
タリア」への支援・協力＜国内事業＞主催事業・・・「第５回楽習フォーラム作品展」開催、「第２回ビーズアートＡＰ
ＡＮ大賞コンテスト」後援等名義供与事業・・・・「インターナショナルキルトウイーク横浜２００４」＜海外事業＞主
催事業・・・「アメリカビーズショー研修」

子どもゆめ基金助成事業・・・新おもしろ自然体験キャンプ、日本自転車振興会補助事業・・・「北海道森林マラソント
レイルフェスティバル in 定山渓」
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習に関する情報の収集・提供」・「社団協ホームページの管理」・「ダンスマイライフ・
フェスティバル」　後援等名義供与事業・・・「住まいと環境をよくする２１世紀の壁紙教室」・「松山バレエ団イベント」・

「ＩＰＣ車いすダンススポーツ世界選手権大会」・「第７回キンボールジャパンオープン」・｢花いちりん絵楽競技会｣・｢平
成１８年度小中高生ボールルームダンス全日本チャンピオンシップ｣・｢いきいき脳フェスタ｣ ／＜人材育成事業＞後援
名義供与事業・・・「各種文化講座への講師派遣」＜能力開発事業＞自主事業・・「第１２回地理能力検定試験」
連携・協力事業・・・「研究員委嘱」＜国内事業＞主催・共催事業・・・「地域活性化を目的とした研究調査」＜海外事
業＞連携・協力事業・・・「日豪交流年２００６企画」への支援・協力、後援等名義供与事業・・・・「ビーズアート
ＡＰＡＮ大賞２００６」・「銀粘土で作るシルバーアクセサリーコンテスト」・「インターナショナルキルトウイーク横浜
２００６」、主催事業・・・＜海外事業＞「アメリカビーズショー研修」
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事　業

事　業

報 告 書 等

報 告 書 等

役 員 等

役 員 等

【２００７（平成１９）年】

【２００８（平成２０）年】

［ 調 査 研 究 部 門 ］

［ 学 習 開 発 部 門 ］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

［ 調 査 研 究 部 門 ］

［ 学 習 開 発 部 門 ］

［ ツーリズム・楽習フォーラム
 事 業 推 進 部 門 ］

○「地理能力検定試験対策問題集Ⅲ」（地理能力検定委員会）

○「旅のもてなしプロデューサー心編・技編・体編）」（当会監修）

会　 長
副 会 長  
理 事 長
専 務 理 事 

会　 長  
理 事 長
専 務 理 事 

理 事

監 事
評 議 員 

理 事

監 事
評 議 員 

三角　哲生
福原　匡彦
佐野 元生
今林　弘

三角　哲生
佐野 元生
今林　弘

伊藤　琢磨／伊藤　淑雄／内田　尚大／遠藤　利男／及川　耕造／太田　孝／佐野　元昭／
西本　晃二／長谷川　純三／前田　出
小林　進／前田　勇
相田　征一／五十川　隆夫／板橋　大輔／岩本　龍治／蝦名　公子／笠原　一也／
梶　正樹／霞　信彦／齋藤　忠八／坂井　知志／澤内　隆／冨田　昌志／長尾　龍／
永田　節／長谷川　秀雄／福井　善郎／福留　強／見形　次郎／矢口　昇／山口　祐司／
與良　博和／渡部　邦雄

伊藤　琢磨／内田　尚大／遠藤　利男／及川　耕造／越智　良典／佐野　元昭／
西本　晃二／長谷川　純三／前田　出／安富　正文／吉川　勝久
小林　進／前田　勇
相田　征一／五十川　隆夫／稲田　正彦／岩本　龍治／蝦名　公子／笠原　一也／
霞　信彦／齋藤　忠八／坂井　知志／澤内　隆／須藤　邦彦／冨田　昌志／長尾　龍／
永田　節／長谷川　秀雄／福井　善郎／福留　強／見形　次郎／三宅　学／矢口　昇／
山口　祐司／與良　博和／渡部　邦雄

子どもゆめ基金助成事業・・・「新おもしろ自然体験キャンプ─自然体験から育てよう！生きる力」、日本自転車振興会
補助事業・・・「北海道森林マラソントレイルフェスティバル in 定山渓」、経済産業省支援事業・・・「元気なオヤジ倶
楽部コンソーシアム」
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習に関する情報の収集・提供」・「社団協ホームページの管理」・「ダンスマイライフ・
フェスティバル」　後援等名義供与事業・・・「松山バレエ団イベント」・「ＩＰＣ車いすダンススポーツ世界選手権大会」・

「第 8 回キンボールジャパンオープン」・｢2007 プーケット・ウォーク＆ラン｣・｢平成１９年度小中高生ボールルームダン
ス全日本チャンピオンシップ｣ ／＜人材育成・能力開発事業＞講師派遣業・・・「江東区地域振興会コミュニティ講座」、
自主事業・・「第１３回地理能力検定試験」、「旅のいきがい大学」修了証の発行
連携・協力事業・・・「研究員委嘱」＜国内事業＞主催・共催事業・・・「地域活性化を目的とした研究調査」、連携事業・・・

「旅のもてなしプロデューサー」認定、「第１回みちしるべ旅川柳コンクール」＜海外事業＞主催・連携事業・・・「日本・
中国交流の翼２００７中秋の名月コンサート」（西安）、後援等名義供与事業・・・・「銀粘土で作るシルバーアクセサリー
コンテスト」・「インターナショナルキルトウイーク横浜２００７」、主催・共催事業・・・＜海外事業＞「アメリカビー
ズショー研修」

子どもゆめ基金助成事業・・・「新おもしろ自然体験キャンプ─自然体験から学ぶ「知・徳・体」そして人間力」、財団
法人ＪＫＡ補助事業・・・「北海道森林スポーツフェスタ in 定山渓」
＜学習事業＞主催事業・・・「生涯学習に関する情報の収集・提供」・「社団協ホームページの管理」・「ダンスマイライフ・
フェスティバル」　後援等名義供与事業・・・「松山バレエ団イベント」・「ＩＰＣ車いすダンススポーツ世界選手権大会」・

「キンボールジャパンオープン」・｢青少年にクラシック音楽を聴かせるプロジェクト｣・｢小中高校生ボールルームダンス
全日本チャンピオンシップ｣ ／＜人材育成・能力開発事業＞講師派遣業・・・「千代田区立高齢者センター講座」、自主
事業・・「第１４回地理能力検定試験」、「旅のいきがい大学」修了証の発行
連携・協力事業・・・「研究員委嘱」＜国内事業＞主催・共催事業・・・「地域活性化を目的とした研究調査」、連携事業・・・

「余暇ナビゲーター技能認定」「旅のもてなしプロデューサー技能認定」＜海外事業＞主催・連携事業・・・「日本・中国
交流の翼２００８中秋の名月コンサート／桂林」、後援等名義供与事業・・・・「銀粘土で作るシルバーアクセサリーコ
ンテスト」・「インターナショナルキルトウイーク横浜２００８」、主催・共催事業・・・＜海外事業＞「アメリカビーズ
ショー研修」
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